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令和５年第３回五城目町議会定例会議事日程［第２号］ 

令和５年９月５日（火）午前１０時００分開議 

 

１ 開会（開議）宣告 

２ 議事日程 

   日程第 １ 一般質問（６人） 
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令和５年五城目町議会９月定例会会議録  

 

令和５年９月５日午前１０時００分五城目町議会９月定例会を五城目町役場議場に招集さ

れた。 

１．応招（出席）議員は、次のとおりである。 

   １番 工 藤 政 彦          ３番 松 浦   真 

   ４番 石 川 交 三          ５番 椎 名 志 保 

   ６番 荒 川   滋          ７番 佐々木 仁 茂 

   ８番 畑 澤 洋 子          ９番 斎 藤   晋 

  １０番 石 井 光 雅         １１番 伊 藤 正 春 

  １２番 佐 藤 重 信         １３番 荒 川 正 己 

  １４番 舘 岡   隆 

１．不応招（欠席）議員は、次のとおりである。 

  な し 

１．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席を求めた者は、次のと

おりである。 

  町 長   渡 邉 彦兵衛      副 町 長   武 田 和 栄 

  教 育 長   畑 澤 政 信      総 務 課 長   東海林 博 文 

  まちづくり課課長補佐   柴 田 浩 之      税 務 課 長   笹 川 由 美 

  会 計 管 理 者   猿 田   仁      議会事務局長   猿 田 玲 子 

  農林振興課長   大 石 芳 勝      商工振興課長   小 玉 洋 史 

  建 設 課 長   猿 田 弘 巳      学校教育課長   工 藤 ひとみ 

  生涯学習課長   越 高 博 美      住民生活課長   石 井   一 

  健康福祉課長   石 井 政 幸      消 防 長   佐々木 貴 仁 

  総務課課長補佐   小 玉 重 巌 

１．会議書記は、次のとおりである。 

  議会事務局長   猿 田 玲 子 

１．会議の開閉時刻、質疑応答は別紙のとおりである。 
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             午前１０時００分 開議 

○議長（石川交三君） おはようございます。 

  本日の議事日程については、タブレットをご覧ください。 

  ただいまの出席議員数１３名、会議は成立いたしました。 

  これより本日の会議を開きます。 

  これより一般質問を行います。 

  一般質問の発言の順序は、議会運営委員長報告のとおり、３番松浦真議員、５番椎名

志保議員、６番荒川滋議員、８番畑澤洋子議員、９番斎藤晋議員、１番工藤政彦議員の

順序といたします。 

  ３番松浦真議員の発言を許します。３番松浦真議員 

○３番（松浦真君） それでは、一般質問のほう始めていきたいと思います。 

  今日はたくさんの傍聴者もいらっしゃると思いますが、トップバッターですので、他

の議員の方にも引き継げるようなよい質問を進めていきたいと思います。 

  まずは、今回の７月豪雨災害で被災された町民の皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

  本日も多くの方が傍聴に集まっています。これは、今回の被災の大きさと、町の災害

対策及び災害対応時の検証作業に関心を持つ人が多く集まってることを表しているもの

だと思います。そこで、今回の議会では、改めて評価・検証の重要性について確認して

いきたいと考えてます。 

  この評価・検証という言葉ですが、私たちが生きてる間で何かを生み出した時には、

他者から評価を受けることがあります。この議会では、当局が出した施策について町民、

議員から評価を受け、また、傍聴している方は後ろのほうで私たち議員を評価していま

す。評価という言葉にはプラスもマイナスもありますが、評価自体には、本来、発言し

た人や考えた人の人間性を攻撃するものではありません。そういうものであってはなり

ません。攻撃するものであれば、それは単なる批判や非難になります。政策について議

論する際には、評価、批評、批判など様々な言葉の定義がありますが、政策や事業につ

いて是々非々の議論を行うためにも、批判や非難ではなく、受け手も送り手も評価や批

評として受け止めることの重要性を改めて感じます。ですから、今回行う全ての質問は、

この評価、批評を中心に行うものです。 

  今回、未曾有の水害でした。この水害の中でも多くの方がストレスフルになり、評価、

批評を行ったつもりが、つい非難、批判に変わる場面も多くあったように思います。当
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局も町民もメッセージを受け取る人は、自分が責められたというように感じる必要はあ

りません。お互いに敬意をもって政策について議論できる場が議会だと思います。議会

では、この各委員会などでこれらの内容を確認していくことが検証につながると感じま

す。 

  それでは、今回の水害対策の評価と検証のため、通告に従って質問を始めていきます。 

  １番、豪雨災害について。 

  （１）災害に伴う本年７月、８月の町の人口の増減状況はどうなっているか。町の答

弁をお願いします。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） ３番松浦議員のご質問にお答えいたします。 

  全てにおいて被災に伴うものとは言い切れませんが、７月１４日から８月２８日にお

いて転出者数は３９人であり、昨年の同時期に比べまして３倍ほど多い届出でございま

す。参考までに、町内における転居人数も、昨年に比べ１８人多い３８人となっており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 様々な理由があると思いますが、３倍という数字はなかなか見過ご

せないものであるのかなと考えます。ここの数字についても、ぜひ先ほどの検証をして

いただいて、この数字自体はもう事実として受け止めた上で、これらがどういうふうな

理由で起きていくのか、そしてまた、今８月１４日までの情報でしたが、８月１４日か

ら９月１３、１４日までの情報でどのように変化していくのかということも、ぜひ評価・

検証していただけたらと思います。今後、委員会でも確認していきたいと思います。 

  次に、（２）今回の災害による撤退など、これは店舗や営業などの業務の撤退など、

事業の法人税などの減少が見込まれるが、今後の予想は、ということで町の今の状況を

教えてください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  法人税は、町内に事務所や事業所がある法人などに、その規模や収益に応じて納めて

いただく税金であります。五城目町では、現在１８４の事業所が対象となっております

が、８月末現在、事業所閉鎖の届出はございません。 
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  また、法人税は各事業所の定款に定められている事業年度の終了後から２か月以内に

確定申告の必要がありますので、減少の見込みや今後の予想につきましては、各事業所

の確定申告書が出された後の動向を見極めていく必要があるものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 現在、事業所閉鎖の届出がないということですが、例えば、ここの

近くですと東京まんぷくラーメンさんが、長年やっていたけども、今回の水害でもう限

界だということで店舗を閉鎖するという張り紙がしております。他にもいくつかそのよ

うな話を聞いています。こちらの数字で表れるのは、先ほどおっしゃってたとおり３月

末の確定申告書とか、年末に閉めた後だと思うんですけども、実際にこの数字がかなり

厳しくなることも含め、県のほうでも中小企業への支援の動きあると思いますし、町の

ほうでも様々考えていただいておりますが、ぜひその支援の体制も含めて、今、瀬戸際

で悩んでおられる方に一つでも事業を継続してもらえるような形で、町の支援がある部

分も必要なんでないかなと考えます。このあたり、ぜひ町でもいろいろ議論していただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

  次に行きます。（３）です。こちらの質問の前に、私のほうで復興工事という箇所が

あるんですが、この復興工事は、東北の東日本大震災程度の本当に大規模で、国として

も復興しないといけないぐらい、前提で壊れてしまった場所に関しては復興という言葉

になってます。ですので、今回ここで使うべき言葉としては、復興工事でなくて改良復

旧工事という言葉が妥当でした。ですので、そのまま読み上げますが、改良復旧工事だ

というふうに考えて聞いていただければと思います。 

  （３）改めて問うが、今回行う工事は復旧工事（原状復帰）の予定であるが、復興工

事（単に従前の状況に復旧するのではなく、長期的展望に基づき、市街地構造や住宅形

態、社会経済を含めた地域の総合的な構造を抜本的に見直し、新しい市街地や地域の創

出を目指すこと）、これが復旧工事、改良復旧工事の意味なんですが、にはならないの

か。復興工事になる基準とは何か。昨年から同様の被害が繰り返されている町民からは、

原状復旧では意味がないのではという切実な声も聞こえる。町の考えを教えてください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町が管理する河川のほとんどが山間部を流れる河川幅の狭い小河川であり、隣接する
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土地は農地や山林でありまして、市街地などとの関連は薄いことから、松浦議員がおっ

しゃる改良復旧工事を実施するといたしましても、可能性は低いと考えられます。この

たび被災した箇所につきましては、従来どおり災害復旧事業により工事施工をする予定

でございます。 

  また、改良復旧工事の採択基準は、被災箇所に加え、被災していない箇所を含んだ一

連の区間において、川幅を広げたり、堤防のかさ上げを行うなど、施設機能の強化など

を図ることが目的となります。また、１か所あたりの改良工事費が１，８００万円以上

で改良費割合が５割であることと、改良により得られる効果が広範囲であることを町が

証明、申請し、国が判断した場合に限られるものであります。 

  今後、町といたしましては、総合発展計画に基づく都市計画の見直しや、防災指針を

備える立地適正化計画の策定などにより、防災・減災のまちづくりを目指してまいりた

いと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 今の答弁ですと、改良復旧工事の可能性は低いということで、現状

復帰のままの対応をされるというのが町の考えだという話でした。ただ、町が証明し、

先ほどの５割以上の機能とか１，８００万円以上の予算、その修繕が必要なものとか、

そういうのを証明した場合は、総合発展計画などに基づいて改善も行うという話もあり

ました。 

  また、今回河川に関しては、馬場目川などの町民が考える一番今回の水害の氾濫の原

因となった場所は、主な河川は県の対応となるのがありますが、先ほどお話しのあった

町の総合発展計画などで現状復旧したり、河川を改修するというのは、この馬場目川で

はなく町の小さな河川のことになるんでしょうか。となると、大きな馬場目川などの河

川は県の対応となりますが、この県の対応に関しては、改良復旧を町としては望んでお

り、そしてそれを強く要望していくという認識で合っているんでしょうか。町の答弁を

お願いします。 

○議長（石川交三君） 答弁者。猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 松浦議員にお答えいたします。 

  いずれにしましても、県管理の河川につきましては、今回のような被災が大きいもの

があります。その現状は今後も県に強く訴え、要望活動を展開してまいりたいと思いま
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すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 県の管轄であることは重々分かるのですが、町民にとっては一番身

近な河川が今回氾濫して、今、浚渫などはしているのは知っているんですけども、それ

は一刻でも早く今後、その県への要望もそうですし、馬場目川流域の協議会などを立ち

上げて、町だけではなくて、その下部に流れる流域の各市町村とも連携しながら、この

馬場目川をどう維持管理していくのかをぜひ協議していただけたらと思います。この協

議会立ち上げなども、ぜひ町長お願いしたいと思います。 

  では、（４）に行きます。今回の豪雨水害にあたって議員は役場などに来るため、職

員の頑張りが身近に分かる場面がありました。しかし、町民の多くは役場に来る回数も

少なく、職員がどれだけ頑張っているのかが見えない状況があったと思います。これ実

際私が議員になる前に、じゃあ役場に何度来るかと考えますと、住民票を取りに来ると

か、パスポートの申請に印鑑証明取りに行くとか、年数回しか来ないんですね。今回こ

のような対応の中で役場に来る場面も町民の中でたくさんあったと思うんですが、その

中で役場職員の様々な動きが見えているところと見えていないところがあると思います。

そのため、役場職員の対応が遅いという不満の声を聞くこともあります。被災したこと

で、職員、町民双方にストレスがたまっており、きつい言葉をかけられるということは、

東日本大震災の時も起きたことです。これらの経験を生かして、町は災害時にどのよう

な情報公開対応を今後行うべきと考えてるか。町の考えをお願いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町では今回の大雨災害を受けまして、災害発生前には、気象情報や避難情報について、

防災行政無線のほか、自治体から報道機関などへ情報を一斉配信できる災害情報共有シ

ステムにより、ＮＨＫをはじめとしたテレビや各種メディアを通しての情報発信を行い

ました。また、災害発生後には、町ホームページや防災行政無線、臨時特別号とした広

報ごじょうめ８月号を中心に、発生直後には、断水・給水情報や災害ごみ、災害ボラン

ティアセンターなど、その後は、罹災証明書の発行や各種減免、支援制度など、被災さ

れた皆様方に必要と思われる各種災害情報の発信に努めております。 

  今回の災害発生を受け、大規模災害発生時には多分野にわたる各種災害情報の速やか

な情報発信の必要性を再認識したところでありまして、今回の経験を生かし、今後も災
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害発生時には開示できる情報の速やかな発信に努めてまいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 今回例えば断水の情報などは、町民の中でもいつかいつかと待つぐ

らい、大変だったと。それはもちろん対応してくださった町の水道関係の方にもとても

敬意を払って感謝したい部分もあるんですが、一方で情報がなかなか届かないと、町民

としてもいつ水が出るかなど、いろんなうわさであったり、いろんな期待が込められる

ことが多いです。先ほどお話があった、今後は各種災害の発信情報をスムーズに開示で

きる速やかな体制を確立するという話がありましたが、この速やかな体制は、いつどの

ような形で、どの部署がどのような研修などを踏まえて行うのか、現在考えていること

をお伝えください。 

○議長（石川交三君） 柴田まちづくり課課長補佐 

○まちづくり課課長補佐（柴田浩之君） ３番松浦議員にお答えします。 

  災害発生時につきましては、まちづくり課が中心になって情報発信をしてまいります。

今後発生時には、的確な情報を皆さんに素早く提供できるように努力をしてまいりたい

と存じます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。様々なＳＮＳなど、今回も発信していただ

いているところもあります。ホームページのほうも更新、サマリーを作っていただいた

りとか、様々な分かりやすい伝え方もしてくださいましたので、これらを活用しながら、

ぜひ町民にスピード感を持って情報を伝えていただければと改めて思います。よろしく

お願いします。 

  では、（５）番に行きます。豪雨水害対応後の職員の心身の不調はないか。また、適

宜、管理職が状況を把握できているか。また、管理職が把握できない場合、管理職に相

談しづらい場合、職員が外部専門家に相談できる体制はあるか。町の状況を教えてくだ

さい。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  ８月末現在において、何人か心身の不調を訴え、休暇を取得したとの報告があります

が、このたびの大雨による災害との関連性は、現在のところ明らかになってはおりませ
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ん。しかしながら、発災当初より、経験したことのない惨状を目の当たりにしながら多

くの職員が休むことなく災害対応に追われていたことから、相当の負担はあったと想像

しております。一方で、各課室において可能な範囲で職員負担の分散化を行い、現在に

至っているものと認識をしております。また、今後も災害対応が続いていきますので、

各課室において職員の健康管理に注意しながら業務にあたるよう、適宜指示してまいり

ます。 

  外部の相談体制につきましては、令和５年７月３１日付け事務連絡で発出しておりま

すが、厚生労働省関係では、「こころの耳」、働く人の「こころの耳メール相談」、「こ

ころの健康相談統一ダイヤル」がありまして、共済組合関係では、電話・対面カウンセ

リングが利用できるために、これらのことも周知を図ってまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 現在のところ関係性は見られないということですが、実際に心身の

不調になってる職員の方もいらっしゃるということです。頑張りがあったからこそだと

思いますが、ぜひ、宮城県丸森町も以前に水害で被災をしたんですが、そこもまだ復興

のセンターがあるという話をこの前聞きました。この五城目の復興もかなり長期化しま

す。恐らくすると思いますので、ぜひ心身の不調を来さないような働き方と、そのため

の体制づくりというのも町にぜひ考えていただいて、町民がよりよく過ごすためにも職

員が心身の健康を保つということが大事だと思いますので、ぜひよろしくお願いいたし

ます。 

  では、６番に行きます。水道は約１週間での復旧となりました。その間、八郎潟町の

浄水場では自衛隊や消防本部などの長蛇の列が並んだ。また、民間ボランティアなども

支援の必要性があり、水を取水するために混雑が起きました。また、災害時などの緊急

時には八郎潟町の水圧が一時的に下がる可能性もあるが、五城目町の水道管を接続し、

断水状況を抑えることも可能だったのではという町民の意見もあります。これまでは近

隣の市町村との水道供給体制について確認は行われていたか、また、今後はどのように

するのか。町の考えをお伝えください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  近隣町村との水道管の接続に関しましては、構造的には基本的に末端の管路口径が小
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さいものが主であるために、仮に接続いたしましても十分な水量の確保は困難なものと

考えられます。また、浄水場の能力も町村ごとの給水人口に基づいた能力であることか

ら、他町村へ水道水を供給した場合には、自町の水道水が不足する可能性が高くなるも

のと思われます。 

  なお、近隣市町村との水道水供給体制の確認につきましては、それは行われておりま

せんが、公益社団法人日本水道協会を通じまして、給水車や、また人員などの支援体制

は整備されている状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 口径が違うので接続しても調整できないということでした。水圧が

一時的に下がるとか、八郎潟町さんに負担はかかるかもしれないんですが、それこそ供

給体制の議論を行い、一時的な本当必要なところに関して、例えば老人ホームなどの本

当に急を要する水道に関しては、一部その水道を開けることはできないかなどを、ぜひ

今回のことを検証して考えていただけたらと思います。 

  また、水道だけではなくて、近隣市町村が温泉施設を開けてくださったりとか、水に

関して様々な支援があったりとか、本当に近くの市町村との連携が今回被災を契機に逆

に図られるものだと私は感じています。ぜひこれを機に近隣の市町村と水道だけではな

くて水に関する連携などを議論を進めていただけたらと思いますので、よろしくお願い

します。 

  （７）に行きます。八郎潟町では、水害後に大型ポンプ車で汲み上げを行いました。

五城目町でも、今後の水害において国土交通省所有のポンプ車による水汲み上げ対応に

関して早急にマニュアル整備を行うべきであると考えます。町の考えはいかがでしょう

か。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  平成２９年度に開催された防災会議の中で、国土交通省秋田河川国道事務所からの情

報提供では、災害用車両として移動用車両が２台、排水ポンプ車は１台所有しており、

市町村から依頼があった場合は貸し出し可能とのことでありました。中央地区管内であ

れば、１時間から２時間程度で現場到着が可能であり、必要があれば他の事務所からも

手配ができると伺っております。 



 

- 37 - 

  今後、災害対策本部で緊急と判断した場合は、積極的に派遣要請をしたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。貸し出し、借りることは可能だということ

ですが、緊急と判断した場合は行うという話がありました。ここに関してマニュアル整

備を行うべきじゃないかというのが思うところです。というのは、八郎潟町では、これ

までも馬場目川が氾濫して五城目の大川のあたりが漏れる前に、すぐに八郎潟のほうで

はポンプ車が出動するという場面も数多く見てきました。五城目ではマニュアル整備を

行うつもりはあるでしょうか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  ご指摘のありましたマニュアル整備につきましては、この後の検証を踏まえて、どう

いった手法がよろしいのか、これは対策本部とも協議しながら検討してまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。ぜひ検証後にマニュアル整備が進むことを

期待しております。 

  （８）行きます。今回は内水氾濫箇所が多かった。ちょっと全部質問のとおり読み上

げますので、後で再質問などで確認していきますが、今回は内水氾濫箇所が多かった。

その理由に、水門が解放されたままであったことが理由に考えられる。水害時における

水門の開閉については、誰がいつどのようなタイミングで行うことになっているか。ま

た、その周知や訓練に向けて今後の予定は。また、水門設備のチェック状況は、という

ものを町の状況を教えてください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  東磯ノ目に設置されている樋門の開閉につきましては、平成３０年豪雨後の県の調査

の報告を令和元年５月１５日に受けております。報告によりますと、ゲート口の高さが

高く、放流の勢いが勝ることから、増水時でも開口しておいたほうがよいとの報告を受

けておりまして、基本的にゲートを閉めることはなく、特に周知や訓練については実施
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はしておりません。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） もう一個確認です。今は特に開閉したままで、それが方針だという

ことを聞きましたが、こちら管理すべき水門は、まず何個あるんでしょうか。また、そ

の水門自体が、水利の関係から各町内会や土地改良区などの責任ではなく、町は関係な

いのではないかという話も聞きました。ここについて確認をしたいので、まず水門は幾

つあるのか、また、その水門の管理は誰か、運営は誰か確認をしたいと思います。町の

答弁をお願いします。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  町、五城目町内、馬場目川に設置されております樋門、いわゆる水門ゲートですけれ

ども、こちらは１５基ございます。その中で直接町が管理していると明記されておるも

のが２基であります。その他には、おっしゃられました農業団体、あるいはその地域の

方々が管理しているのかなと、こちらでは理解しておりますのでご理解願います。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） １５基あるということでした。また、この水門に関しては、確認で

すが、設置は県で、運用は各水利組合、所在しているのは町となっていると思います。

この五城目町にある水門に関して、今後の、先ほどは２基に関してはずっと開放してお

いたほうがよいという話でしたが、それで、そしてその２基に関しては下水道の排水の

ための水門だと思います。そのほかに水、田んぼとかに水を汲み入れるための水門もあ

ると思います。その数もこの１５個の中に含まれて、１３個なのでしょうか。それとも、

他にもあるのでしょうかというのが１つ目と、先ほど設置や運用、所在がそれぞれ別の

団体になっている中で、これらの運用に関して、ぜひその垣根を越えて各水利組合と町

で、この状況について今後どのように運用していくのかということを協議する必要があ

るのでないかと考えますが、町はどのように考えているでしょうか。お願いします。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  樋門につきましては、ほぼほぼが秋田県が設置し、その後、町、あるいは関係土地改



 

- 39 - 

良区等々へ移管されております。その中で先ほど申し上げましたとおり、町が管理すべ

きものとして明記されておるのが、中川原地区と東磯ノ目地区の２基となっております。

その他の１３基の水門ゲート、排水口等につきましては、現段階でしっかりした回答は

できませんが、予想されるのは農業水利に伴った排水口、あるいは樋門と考えられます

ので、今後その使用されている団体、個人の方々を特定しながら農林振興課と協議し、

管理について進めてまいりたいと思いますので、ご理解願います。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。再質問最後になります。これ以上質問しま

せんが、最後に再質問させてください。 

  管理を進めていくということは、ぜひ検証の中で農林と建設のほうでぜひ垣根を越え

て行っていただきたいと、まず思っています。 

  その上で、先ほど一番最初に私、内水氾濫と私は質問に記載しています。今回、秋田

市のほうでも内水氾濫だという世帯が多くて、町のほうでは、この今回の磯ノ目の今回

の水害は、内水氾濫なのか、それとも外水氾濫なのか、どちらと考えているんでしょう

か。また、それらに伴って、もし内水氾濫だった場合は、町の排水能力が今回の想定以

上だったということ、これまで起きてこなかったので想定以上なのはもう仕方ないんで

すが、だった場合は、町としても排水に関しても今後考えていく必要があるのではない

かと考えます。今回改めて確認したいのは、内水氾濫と考えているのか、それとも越水

を含む外水氾濫だと考えていて、それは県管轄だから私たちの町としては難しく対応で

きないという状況なのか、それともそれらが含めて複合的に起きた状況なのか。町の現

在の認識はどちらなのかを確認したいと思います。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  今回の氾濫につきましては、複合的な要因があったものと思います。１か所では、１

か所というか他の箇所では堤防を越水している箇所、また、東磯ノ目、西磯ノ目地区に

つきましては、町が管理する樋門からのバックウォーター、これが起因したのかなと考

えております。それで、その排水機能を上回ったものとこちらでは捉えておりますので、

今後は、先回調査いたしました排水調査に基づいた計画を一旦見直して、抜本的な排水

対策を検討したいと思います。これにつきましては、西磯ノ目、東磯ノ目地区に限らず、
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町部を流れる馬場目川沿線が必要になってくるものとこちらでは考えております。 

  以上であります。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。排水調査に基づいた抜本的な排水対策検討

するという、すごく心強い言葉がありました。町民が一人ひとり、今回の水害に関して

町がどのようにそれを検証していくのかという際に、この抜本的な対策というのがこれ

まで以上に求められる場所があります。もちろん予算の制限だったり、職員の制限だっ

たり、様々あるんですが、それらを考えて複合的に検討するということを言ってくださ

ることはとてもありがたいなと感じています。引き続きお願いいたします。 

  そして馬場目川沿線の対応も必要だというのは、先ほどの流域の協議会の必要性が改

めて増しているのでないかなとも感じますので、そこも引き続きお願いしたいと思いま

す。 

  ９番に行きます。旧加賀谷製材跡地には水際まで杉が植えられて、その部分だけ堤防

が切れており、馬場目川と富津内川の合流点で水かさが増えるところにもかかわらず、

川幅が極端に狭くなっている箇所があります。そのため、濁流となって湖東老健側の堤

防を乗り越え、湖東老健に今回大きな被害を及ぼしました。杉の伐採が急務であると思

われますが、町の考えは、ということで、これは質問の時の情報なので、今は実際行わ

れたと思いますが、そこも含めて回答をお願いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  旧加賀谷製材跡地に植林された樹木により川幅が狭くなっていることは、河川管理者

の県でも認識しておるところでございます。また、樹木が水の流下阻害を引き起こして

いることも確認しております。 

  県では以前に土地所有者へ樹木の伐採を申し入れた経緯がありまして、町も同席して

おります。しかしながら、土地所有者からは快諾をいただくことができませんでした。

県管理者としては、河川敷の不法な占用を解消しなければなりませんが、樹木について

は所有権があることから、みだりにその伐採することもできないため、相手方と交渉を

していかなければならないと考えております。町といたしましても、町民が被災してい

ることを強調し、県河川管理者と協力し、交渉に臨みたいと考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） これは長年交渉しているということは前にお聞きしまして、いろい

ろこう頑張って工夫してると思うんですが、今回のような水害になる一つの要因でもあ

りますので、改めてちょっと強く言ってもらうのと、その法的措置も含めて、ぜひ検討

していただけたらと思います。もちろん円滑に進めていくのが一番ベターですが、様々

な検証の中で検討していただけたらと思います。 

  次、（１０）に行きます。萩形ダムは豪雨が予想される数日前にはなるべく放流し、

ダムを空にしてから、その後に水害を食い止めるように使うべきだという意見もありま

す。そのような運用はされてきたのでしょうか。町の状況を教えてください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  萩形ダム管理事務所によりますと、ダムからの放流は通常時毎秒１４ｔの水量を発電

放流しており、河川上昇水位は約２０ｃｍ程度と伺っております。大雨により河川水位

が久保観測所において２．４ｍ超を観測した際には発電放流を停止し、ダムの洪水調節

容量の８割、貯水位で２２３．６ｍが緊急放流を行うことができる操作基準となってお

り、降雨状況を加味しながら緊急放流するか否かを判断し、小阿仁川へ放流するとのこ

とでありましたので、ご理解を願いたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） 今のマニュアルのとおりに運用されているとは思いますが、このダ

ムのこともそうですし、八郎湖の水門のことも関して、これまでの運用の中でも馬場目

川のほうに水が溜まらないような、本当に数センチでも変わっていくことが災害を起こ

すか起こさないかの瀬戸際になる可能性があると。これも検証の中でいろいろ議論され

るべきでありますので、ぜひ上流と下流でどのような運用をされるのか。今回の未曾有

は５０年に一度となりますので、５０年に一度以上のマニュアルの変更も含めて、県の

ほうにも要請していただけたらと思います。よろしくお願いします。 

  次、１１番に行きます。届けられた支援物資はどれぐらいの量になるのか。また、そ

の配布手段や経路は適切であったか。また、防災備蓄品は町所有のどのような種類のも

のが有効的に使われたのか。今回の経験から備蓄品として不足していると考えられたも

のは何か。今回使用したもの、不足したものについては、今後どのような予算を活用し
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補填し、もしくは市町村と連携し、次の災害対策に向かうのか。町の考えをお願いしま

す。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  届けられました支援物資でありますが、被災当初から全国各地より様々な物資をいた

だき、まずもって心から感謝を申し上げたいと存じます。 

  ご恵贈いただきました支援物資でありますが、水や食料品をはじめ、掃除などに使う

タオルやデッキブラシ、水切りワイパーや土のう袋、子供服や高齢者向けの衣類など、

たくさんいただき、復旧・復興に向けた大きな励みとなりました。役場１階ロビーだけ

ではスペースが確保できず、一部を広域五城目体育館のフロアに設置しております。 

  支援物資の配布につきましては、町地域包括支援センターを通じまして、ケアマネー

ジャーや民生児童委員のご協力のもと、要支援者や要介護者宅へ訪問し、ニーズを聞き

取り、配布していただいたほか、有志団体や議員の皆様方からもご協力いただきまして、

被災者へ届けていただきました。 

  町の備蓄品についてでありますが、有効的に使われたものは毛布のほか、令和２年度

に地方創生臨時交付金を活用して整備してまいりました簡易ベッド並びに停電が生じて

いたため発電機やポータブル電源が有効的であったと認識しております。 

  備蓄品として不足しているものについてでございますが、断水に伴う給水袋、災害廃

棄物処理に必要となるごみ袋でありましたので、このたびの災害を生かして必要な備蓄

品などについて今後精査して対応してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。 

  では、次に行きます。（１２）今回は多くの市町村、民間企業から支援がありました。

先ほどのところで言うのを忘れたんですけども、民間施設でも今回の支援物資が配られ

ていたので、民間事業所の方も本当に協力してくださったことにとても心から感謝した

いと思います。今回そのような民間企業からの支援がたくさんありました。数は把握で

きているのか。また、受け入れ側の問題で、実際の支援に至らなかった団体、自治体を

含めるとさらに膨大になると思います。町長自らが支援していただいた各市町村や災害

イベントなどに積極的に出向き、今回の支援に感謝を述べ、自治体間、対企業との災害
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後のより強固な関係性構築を目指すべきではないでしょうか。また、ホームページやＳ

ＮＳなどでも、文章だけでなく動画なども駆使し、直接感謝の言葉を伝えていくことも

大切であると思います。ぜひ五城目町の未来に向け、期限としては本年１２月末までに

ぜひ行っていただきたいと思いますが、町の考えはいかがでしょう。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  このたびの災害につきましては、各方面からのたくさんのご支援に感謝を申し上げま

す。 

  支援物資等につきましては、リストにまとめておりまして、２８０件ほどの団体や個

人の方よりご支援いただいておりますが、この他にも様々なサービス提供や、県・市町

村職員の派遣など、多方面からご協力をいただいております。多大なる数々のご支援、

ご協力に対しまして、私自身が直接お伺いしたほか、各種会議などにおいても感謝の気

持ちを伝えておるところでございます。引き続き、機会あるごとに様々な方々に謝意を

表してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。ぜひ引き続きよろしくお願いいたします。 

  （１３）に行きます。町がこの災害対応の中で得られた良い経験とは何か。それをど

のように生かしていくべきか。町の考えをお聞かせください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  このたびの未曾有の災害では、自衛隊や国土交通省テックフォース、気象台など、専

門的かつ高度な支援能力の有する関係団体からのご協力を得て、災害対応にあたりまし

た。これまでも顔の見える関係を築いてまいりましたが、災害を通じまして更に一歩踏

み込んだ関係、協力体制づくりをすることができましたことは、町にとっても大きな経

験であると考えております。また、断水時には、千代田区様をはじめご支援いただきま

した飲料水を、町内会の皆様方からのご協力を得まして、地域住民の皆様方に迅速に配

布することができました。災害ボランティア、国や県、県内外の他市町村からのご支援

など、このたびの災害を通じて得られたものは、総じてあらゆる分野からの受援体制の

整備を進めていくことも必要であり、この経験を今後に生かしてまいる所存でございま



 

- 44 - 

す。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ぜひその検証の中では、受援体制の構築をぜひ議論にテーマとして

あげていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

  １４番に行きます。災害に対する検証と今後の対策が何より重要であります。災害対

策の対応の検証はどのように行うのか。また、検証時には役場職員だけではなく防災の

専門家、第三者委員会、町内会長など、町民の声を聞き、今後の施策に反映する必要が

あると考えます。町の考えはいかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  今後の災害の検証も含めまして、防災・減災・災害に強いまちづくりには、国や県、

警察、消防といった行政機関をはじめ、町民の皆様方や企業、学術研究機関など、多様

な主体の参画と連携が必要と考えております。災害の記録・記憶を長くとどめ、経験や

教訓を今後の防災へ生かすためにも、あらゆる分野からの声を参考に、今後の施策へ生

かせるよう取り組んでまいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。今、町長から、あらゆる分野の声を生かす

という声がありました。専門家の方はもちろんですが、現在傍聴されてる町民の方もた

くさんの声を持っています。そして専門性も持っていらっしゃる素晴らしい方が町民の

中にいらっしゃいます。ぜひその方の声を、ただ意見として聞くだけじゃなくて、対話

を通じて町のこの災害に強いまちづくりにぜひ生かしてもらいたいと思います。災害に

強いまちづくりは、行政だけでは行えるものではありません。町民の方一人ひとりと連

携して行うことが重要ですので、ぜひそのプロセスも行っていただければと願ってます。 

  （１５）に行きます。今後、浚渫や橋梁、河川の補修など、ハード面で災害を起こさ

ない対応を行うことはもちろん、ボランティアセンターの運営や必要備品などの受け入

れなどで、他市町村からの応援要請に対して柔軟に対応できない状況もあった。これ受

援体制のことですね。これらについて、ハード・ソフトそれぞれの領域に分けて、今後

どのように優先順位をつけ、何を行い、どれぐらいの期間がかかるのか。ロードマップ
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を可能な限り提示してもらいたいと考えます。いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  まずはハード面では、河川の浚渫や補修などの維持管理につきましては、町の小河川

での作業は、川幅も狭く、重機での作業が困難でありますので、被災した場合には暫定

的な補修を行い、災害復旧事業に該当する場合は国庫により対応せざるを得ません。ま

た、橋梁に関しましては、基本的には橋梁長寿命化計画に則り、社会資本整備総合交付

金事業を活用し実施いたしますが、予算規模が大きいため長時間を要することが推測さ

れますので、ご理解をいただきたいものと存じます。 

  なお、社会インフラ整備は町民全体に影響を与えることから、優先順位を定めること

はできないものと考えております。 

  次に、ソフト対策につきましては、まずは今回の災害の検証を踏まえた上で、町総合

発展計画、国土強靭化地域計画などの見直しを行い、今後取り組む体制や、また、実施

時期、目標値などをロードマップとして示せるよう進めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員に申し上げます。質問時間がもう限られてきております

ので、時間配分にご配慮ください。松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。時間が限られておりますので、３番の建設

課関係事業全般については、今回は取りやめたいと思います。また次回以降、何かでお

聞きしたり、委員会でも確認したいと思います。 

  最後、２番のこども議会についてだけ確認していきます。 

  こども家庭庁もできまして、子どもの意見をルールメイキングに生かすことが各自治

体で増えてきております。昨年度から行っている「こども議会」に講師を入れるという

話もありまして、プレゼンの練習をその講師の方から受けるなどの話もありました。災

害もあって大変な中ですが、準備状況はいかがでしょうか。また、今年の目標として、

昨年度は試行期間とありまして、今後、よりその五城目中学校の子どもたちが自分たち

で意見を表明したり、ルールメイキングしていくことにもつなげていくような動きにな

ればなと考えていますが、町は今年どのあたりに目標設定するのでしょうか。町の考え

をお願いします。 

○議長（石川交三君） 畑澤教育長 
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○教育長（畑澤政信君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  ふるさと教育を推進するに秋田県内においては、仙北市、由利本荘市、横手市、大館

市などで子ども議会や子どもサミットを実施しております。その中で仙北市の子ども議

会では、子どもたちの提案の一部を市が事業化する前提で行っております。また、８月

には、県教育庁の企画で県内の中学生と佐竹知事が意見を交わす「知事と語らう未来の

秋田」を行っております。 

  本町においては、昨年１１月に初めて子ども議会を開催しております。今年度は、生

徒にとっての有意義な時間とすること、子どもの権利を守ることに視点を当てながら、

１１月の開催に向けて準備を進めているところであります。今年度新たな取り組みとし

て、探求学習のコーディネーターの経験のある方に講師をお願いし、課題設定、調査、

プレゼンの方法など、生徒たちが発表する場での活動に助言、サポートしてもらい、よ

り充実した内容になるよう進めております。そのために、地域の人から直接話を伺う会

や地域探索などを計画しております。また、昨年の反省を生かし、運営方法についても

検討してまいります。そして、実施後は質問紙調査を行い、生徒の意識の変容を捉え、

成果と課題を検証してまいります。 

  教育委員会としては、地域との連携を図りながら、子ども議会を通して「ふるさとを

愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり」を目指してまいります。また、

子ども基本法が成立したことから、政策立案などに際し、子どもや若者の意見表明や参

画が進展すると予想されることから、子ども議会に限らず、様々な形で子どもの権利を

尊重し、その意見が実現していくような場を設定してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 松浦議員 

○３番（松浦真君） ありがとうございます。ぜひ災害対策に関しても、子どもたちも被

災した一人の町民です。いろんな意見をぜひ入れながら未来につなげていただければと

思いますし、子ども議会のほうでも様々な意見表明が行われることを期待しております。 

  それでは、長時間になりましたが、これで一般質問を終わりたいと思います。改めて

ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） ３番松浦真議員の一般質問は終了いたしました。 

  議場内換気のために暫時休憩いたします。再開は１１時１０分といたします。 

             午前１１時０２分 休憩 
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………………………………………………………………………………………………………… 

             午前１１時１０分 再開 

○議長（石川交三君） 再開いたします。 

  ５番椎名志保議員の発言を許します。５番椎名志保議員 

○５番（椎名志保君） ５番椎名志保です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  まずは、７月の大雨災害により被災されました方々に心よりお見舞い申し上げます。

また、自らも被災された方が何人もいる中、職務とはいえ、休みなく対応にあたられた

職員の方々、町内外、全国各地からボランティアに入ってくださった方々、また、表に

は出ないけれど、陰で力になってくださった方々もたくさんおりました。この場をお借

りし、感謝申し上げます。 

  このたびは質問数が多く、最後まで行けるかどうか不安でもありますが、精いっぱい

務めさせていただきます。また、先ほどの松浦議員の質問と重なる部分もありますが、

そのまま質問させていただきますことをご了解願います。 

  それでは、通告に従い、進めさせていただきます。 

  大きな１番です。災害に強いまちづくりをということでお聞きいたします。 

  地球温暖化に関係してか、このところの雨の降り方は以前に比べ尋常ではないほどの

強い降り方で、雨にまつわる気象用語も「非常に激しい雨」が「猛烈な雨」に取って代

わり、ゲリラ豪雨や線状降水帯の発生といった災害を招くことにつながる用語も頻繁に

聞かれるようになりました。 

  ７月、当町を襲った大雨は、広範囲に及ぶ未曾有の災害をもたらし、被災された方々

はいまだ先の見えない不安な暮らしを余儀なくされております。 

  このところの馬場目川は、河川内に木々が鬱蒼と生い茂り、土砂が堆積し、中洲がで

き、目を覆うばかりの光景が広がっておりました。これまで何人もの議員が、この場で、

この席から、河川内の雑木の除去、洪水につながりかねないと浚渫工事の必要性を何度

も何度も訴えてまいりました。ですが、答弁はいつも「県に要望していく」に尽きまし

た。確かに河川は県の管轄で、整備の必要な県内各河川の中で優先順位がつけられ、町

として力の及ばないことであったかもしれません。ですが、平成２９年、３０年、そし

て昨年の大雨の際は、今回の被害の大きかった東磯ノ目地区や曙町においても道路が冠

水し、床下浸水に及んだ箇所もありました。馬場目川の氾濫によるものだけではない内

水氾濫が考えられる被害の予兆は、その頃から確かに見受けられたと言い切れるのでは
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ないでしょうか。町として何かできることがあったのではと悔やまれてなりません。町

民からは、「このたびの災害は人災だ」との厳しい声も多く聞かれております。これま

でを振り返り、今回の大規模災害を町はどのように受け止めているのかをまず伺います。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） ５番椎名議員のご質問にお答えいたします。 

  馬場目川の伐採、浚渫は、平成２９年の災害後に部分的に実施されておりまして、町

といたしましては、秋田地域振興局建設部へ問い合わせをし、事あるごとに要望を重ね

てまいりました。しかしながら、県の回答は、予算規模や管理面積の膨大さに特化した

ものでありました。 

  町では今回の被害は、河川管理の抜本的な見直しを県へ要請し、県でも馬場目川氾濫

の原因を重く受け止めております。現在、県では早急な雑木伐採と堆積土砂の除去に着

手しているところでありまして、町といたしましては、今後も継続し、維持管理に努め

てもらうよう注視してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） ２番です。７月の災害後、８月には県から建設部長をはじめ、河

川担当職員が来町し、このたび氾濫した馬場目川の現状を見て回りました。町からは、

河川内の雑木の除去、洲ざらいを強く要望、その後直ちに工事が進められております。

迅速な対応に安堵したところではありますが、結局何か起こってからの対応であったこ

とは否めず、これが１年でも早く行っていただけたらと悔やんでも悔やみきれません。

この工事で１０ｔトラック５，０００台にも及ぶ土砂が引き揚げられると伺っておりま

すが、果たしてそのことで今後も予想される大雨による洪水は防げるのでしょうか。次

なる対策を町はどう考え、県に要望しているお考えかをお聞かせください。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  去る８月３０日に設立されました雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会の中で、

馬場目川水系におきましても早急な災害発生メカニズムを把握し、治水対策メニューの

策定後、治水対策を実施することとなっております。この分科会設立により迅速な対応

が図られ、町といたしましても実情を訴え、強く要望活動が行えるものと捉えておりま

す。 
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  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 具体的な例えば堤防のかさ上げですとか、具体的にこう町から対

策を要望することなどはお考えではありませんか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 椎名議員にお答えいたします。 

  まずもって雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会、こちらの発足につきましては、

国土交通省が主体となって発足しております。といいますのも、やはり今回の馬場目川

の大きな氾濫を国がこれではいけないという判断のもとに、この下流圏域分科会を設立

したものであります。その中には、この馬場目川へ流れ込む２２支川の関係市町村長、

事務局として参画しておりますので、この中で五城目町は五城目町なりの要望、そういっ

た具体的な堤防のかさ上げ、あるいは河川幅の拡充・拡大を強く訴えてまいりたいと思

いますので、ご理解願います。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） その具体性をもった提言の仕方をお願いしたいものです。 

  先月２１日に行われた定例会見で、知事は県内各地で見舞われた豪雨災害に触れ、「復

旧だけではないプラスアルファの対策が必要だ」と力説しておられました。特に五城目

を名指しし、「今の状況ではどうしようもないところは川のバイパスをつくる。都市部

では無理だが、五城目のように田んぼのあるところはそれが可能だ。今後は河川ごとに

検討していく」と言及されました。そういった知事発言も踏まえ、昨年に引き続き氾濫

した内川川、富津内川の対策を含め、今後も県、また関係機関との積極的なやりとりを

強く提言するものであります。よろしくお願いをいたします。 

  （３）番です。内水氾濫の検証をということでお聞きいたします。このたびの災害は、

河川の直接的な氾濫によるものが大きいわけですが、短時間で局地的な大雨が降ったこ

とにより、下水道や排水路が水をさばききれなくなり、あふれ出した雨水が建物や道路

を水浸しにする内水氾濫といった側面も大きいのではないでしょうか。これまでも河川

の氾濫に至らなくても浸水被害を受けている地域、道路の冠水は同じ場所で起こってお

り、そのたびに原因の究明と水利組合など関係機関とのやりとりを求めてきたわけです

が、解決には至っておりません。このたびの大規模災害で改めて内水氾濫に及んだメカ
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ニズムと検証と原因の究明、そしてそこから解決策を見出すことが必要です。町はどう

考えますか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  先ほど内水氾濫対策等々につきましてはいろいろ申し上げましたが、過去に行った排

水対策調査を上回る降水量であったことや、馬場目川水位の上昇など、被災メカニズム

は主因、副因にわたるものと考えております。今後実施する調査範囲も局所的な範囲で

はなく、馬場目川沿線を考慮して行わなければならないものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 先ほどの松浦議員の答弁の中に、水門の開閉ですとかそういうこ

とをまず関係団体と協議していく、また、複合的な要因によるものと考え、抜本的な排

水対策をとるという、とても前向きなご答弁をいただき、私も胸をなで下ろしたところ

でありました。例えばその他に、昔はよく地域から人が出て、側溝の泥上げとか、堰上

げという作業も行ったものですが、今やコンクリートの蓋がかけられ、そういったこと

もできません。内水氾濫を防ぐ対策の一つとしてそのような定期的な作業が必要ではな

いかと思うのですが、そういうことの必要性というものはありますでしょうか。伺って

もよろしいですか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答え申し上げます。 

  内水氾濫対策に関連するものと思われますので、これについてお話し申し上げたいと

存じます。 

  令和３年度に行った磯ノ目地区の排水調査に基づきまして、社会資本整備総合交付金

事業へ計画している今状況でありますが、今回の大規模な水害を受けまして大幅な計画

の見直しが必要と判断いたしましたので、更なる調査を実施し、早期着手に臨みたいと

存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 大幅な計画の見直しという言葉がいただけました。関係機関と十

分な協議のもと、一つ一つ解決にもっていっていただきたいと願います。 
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  次です。関連して、農業用水路があふれ、浸水被害に見舞われた我が田町杉ヶ崎地区

は、平成２９年、３０年、そして昨年、今年と、これで四度目の床上浸水被害です。ま

た、このたびは被災箇所も広がりました。昨年、県の担当者が現場視察に訪れ、改修の

必要性をご理解くださいましたが、その後、対策について町にお話はあったのでしょう

か、伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  ご質問の内容のとおりですね、昨年、県の担当者が現地確認に訪れ、改修の必要性を

理解されたところであります。その後、対策について調査いただいておりましたが、具

体的な方策がなく、現在も多角的に検討を継続していただいているところでありますの

で、町といたしましても早期に方向性が決まってくるよう協議してまいりたいと存じま

す。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 県に対しては、具体的な施策になるよう今後も要望していただく

とともに、田町杉ケ崎地区は、このたび四度目の床上浸水被害であったこともお伝えい

ただきたいと思います。農業用水路の抜本的対策を要望していただくということと、水

路内の洲ざらいも早急に行っていただくことも提言するものであります。よろしくお願

いをいたします。 

  （４）番、このたびは町民の暮らしにとって大事な施設の一つでもある浄水場も浸水

被害を受け、断水が続き、町民は不自由な日々を過ごしました。また、被災された方々

もすぐさま泥を洗い流すことができず、二重被害に見舞われたともいえます。寝ずの対

応にあたられた担当課職員、立ち会われた専門家の方々、また、給水に駆けつけ、命の

水をつないでくださった県内外の自治体や自衛隊の方々、そして何より水を補給くださっ

た八郎潟町に心から感謝申し上げたいと思います。 

  この時ほど水の大切さを身に染みて感じたことはありませんでした。ですが、この後

の豪雨災害を案じると同時に、浄水場も心配されます。先月の全員協議会で浄水場被災

の説明の折、浄水場を守るための止水板の設置を提案させていただいたところであり、

町からは、設備を守る建屋の建設といったことを考えている旨の説明がございました。

しかしながら、そもそもあの場所で果たして町民の命の水は守れるのでしょうか。あの
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場所は取水を考え設置された場所と心得ますが、当時とは気候が大きく変わっておりま

す。またいつ同様の災害に見舞われるか知れません。全協では今後の対応として、各設

備については洗浄・乾燥により動いている状態ではあるが、今後順次更新の必要性があ

るとの説明もございました。新たな水源の調査、かかる費用の試算など、プロジェクト

チームを立ち上げ取り組む必要がある町の大きな課題ではないでしょうか。お考えを伺

います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  五城目浄水場系統が抱えている区域の配水には、馬場目川表流水からの取水が安定的

であり、他に水源となる場所はないような状況であることから、現在の場所から大きく

離れた場所への移設は難しい状況でありますが、今後、施設全体を更新するための費用

やイメージにつきましては、水道ビジョンの策定作業により算定してまいりたいと存じ

ます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 水道会計も苦しい懐事情であります。ですが、町民の命をつなぐ

水であるということも忘れてはなりません。有利な起債を探すなど、今から検討が必要

ではないかと思われます。対策をよろしくお願いをいたします。 

  （５）番です。農地災害について伺います。このたびは農地も大きな被害を受けまし

た。特に被害の大きい北ノ又落合地区の惨状は目を覆うほどであり、それまで汗水流し

耕作されてきた農地の所有者には、かける言葉も見つかりませんでした。冠水面積は４

１０ｈａで昨年の５倍、農作物被害額は昨年の３倍で約３億円にも及ぶとの説明もござ

いました。たくさんの土砂や石、流木で田畑は覆われ、自力で取り除くのは到底無理で

す。農家のせめてもの願いは、「今年の収穫は諦める。できるだけ早く、ほ場内の土砂

や流木は取り除いていただき、来年春にはまた作付けできるようにしていただけないだ

ろうか」というものです。ですが、昨年被害を受けた内川地区の農地の中には、いまだ

手つかずで復旧できていない場所もあります。請負業者がいないとの理由を伺っており

ました。全員協議会で、県の協力を得て、町外の業者も視野に入れ復旧にあたるとの説

明がございましたが、このたびは秋田市も被害が大きく、それら公共土木施設の復旧も

急がれることを思うと、業者の確保は大丈夫か、スケジュールは間に合うのかとの不安
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もよぎります。町はどう対策されるのかを伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  このたびの７月の前線による大雨では、馬場目川、内川川、富津内川が氾濫し、各地

区において甚大な被害が発生しております。現在、現地において農地へ流入した土砂の

試掘を行い、調査設計などに着手しており、今後は査定設計書を作成し、国の災害査定

へ向けて進めてまいります。排土工事につきましては、国、県のご指導をいただきなが

ら、査定前着工制度を活用し、順次復旧工事に着手し、早急復旧に向けて進めてまいり

ます。 

  業者の確保につきましては、町内業者に加え、県などへ町外業者の紹介をお願いして

おり、継続して対応してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 農地の復旧に関しては、県北、県南、県外の業者も視野に入れ、

関係各所に足繁く出向くなど、春までの復旧に最善を尽くしていただきたいと考えると

ころです。 

  次です。今年の収穫ができず、収入がなくても秋には支払いに迫られる現実がありま

す。それでなくても肥料や資材の高騰で農家は苦しんでいます。復旧工事が農家の負担

なく行われること、浸水家屋同様、また事業者に対しての町、県からの支援同様に、農

地の被災に対しても町として助成すべきと考えます。農地は農家の飯の種です。町のお

考えを伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  災害復旧事業費用のうち、査定設計及び実施設計書作成にかかる委託費用は町で負担

しており、復旧工事費にかかる費用負担につきましては、農地災害の国の通常補助率は

５０％に定められておりますが、内閣府より激甚災害への指定が８月３０日付けで公布

施行されており、国の補助率が９６％程度にかさ上げが見込まれるとされております。

復旧工事費から補助率が増嵩された国庫補助金と、町借入れの起債額を除いた残りの額

につきましては、町の条例により更なる負担軽減を図ってまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 
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○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 県の助成も決まるところのようです。さらに町のかさ上げ補助を

行う。また、農地の復旧を急ぐ。町の基幹産業である農業を守る。そして農家・農地を

守るご覚悟を今こそ示していただきたい、そう考えるものであります。よろしくお願い

をいたします。 

  （６）番です。被災者の今後の住まいについて伺います。被災された方々のもとには

被災の状況が示された罹災証明書が届き、それをもとに受けられる支援を活用しながら

今後の生活再建に向け動いていらっしゃることと思います。引き続き寄り添い、力になっ

ていただきたいものです。 

  また、被災された方の中でも、自力での再建が困難で、町営住宅に入居された世帯、

町外の公営住宅を利用させていただいている世帯、民間の賃貸住宅の入居状況はどういっ

たものでしょうか。住宅の提供は最長２年です。自らの資力では自宅を再建できず、そ

の後も住宅の提供を希望される方のための町営住宅は十分ですか。住み慣れた五城目で

暮らしていただくために、公営住宅を増やす必要性があるのではないでしょうか。令和

元年に起きた東日本台風で大きな被害に見舞われた宮城県丸森町では、災害公営住宅を

建設し、被災者の住まいを確保されております。エレベーター付きの団地や集合住宅の

ようでしたが、当町でも実現できないものでしょうか、伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  現在、公営住宅の提供につきましては、申し込みされた方が８月３０日現在１０件、

うち入居完了が３件、町外の公営住宅に一時入居されている世帯は、把握はできており

ません。賃貸住宅につきましては、申し込み３件となっております。 

  公営住宅は、一時使用許可で最長２年間まで住居として提供しておりますが、２年を

超えてからにつきましても、入居資格の審査はありますが、継続して入居していただく

ことは可能であり、現在入居されておらない方に関しましても、空きが出次第、入居い

ただくことは可能でございます。 

  また、エレベーター付きの団地や集合住宅に関しましては、今後、老朽化した公営住

宅を更新する際に参考にさせていただきたいものと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 
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○５番（椎名志保君） 今後の住まいをどうされるかを具体的に被災された方の意向調査

をするなど、きちっとその後の住まいを確保できるご努力を町としても行うべきではな

いかと思うところです。 

  次です。それまで何とかして自宅で生活されてきた軽度の要介護者や要支援の方、見

守りが必要な方で自宅での生活が困難となった方の行き先はあるのでしょうか。ケアハ

ウスも不足していると伺っております。いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  被災により生活再建への気力、体力が奪われ、生活再建を断念して施設入所を希望さ

れる方が増加しておりまして、介護認定を受けられている方は必要な介護サービスが受

けられる施設利用へとつなげることができておりますが、軽度の介護認定者が利用でき

る施設は少なく、近隣市町村でも満床状態であることなどから、対応に苦慮している状

況でございます。しかしながら、住み慣れた自宅での生活を強く望む方も多く、居宅介

護支援事業所のケアマネージャーや地域の災害支援有志の方々の協力のもと、支援物資

の配布、ボランティアの活用、自宅の応急修理などの情報提供を積極的に行い、自宅生

活への支援を行っております。 

  被災しながら生活することと、さらに生活を再建することには大変厳しい現実があり、

この両面への支援が喫緊の課題と認識しております。自宅生活を継続する方につきまし

ては、地域包括支援センターの高齢者見守り訪問活動を強化するとともに、コミュニテ

ィナース、コミュニティドクターからご支援をいただき、さらには社会福祉協議会や町

内会長、民生児童委員などの地域の皆様方と連携を強固なものとし、介護度の低い方へ

の施設入所に替わる在宅生活支援の充実に努めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 被災後、親族の力を借りて住まいの泥かきなどを行ってきた、そ

ういった方たちでありますが、今になって生活の再建のめどが立たないといった高齢者

の家族からの相談が、ここに来て増えていると伺っております。遠方に暮らす息子・娘

が週末のたびに訪れ、片付けをする中、さらに驚くほど弱くなっていく親の今後の生活

をどうしたらいいのか、悩み苦しむ姿があります。住み慣れた我が家を、五城目を離れ

たくない親の姿もそこにはあります。長期避難世帯同様、住宅が居住不能な状態である
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ならば、住宅支援チームが包括支援センターと連携してその方たちの住まいの今後にも

力になっていただけないかと思うものであります。住宅支援チームが包括支援センター

と連携することは可能でしょうか。伺ってもよろしいですか。 

○議長（石川交三君） 答弁者は。石井健康福祉課長 

○健康福祉課長（石井政幸君） 椎名議員にお答えいたします。 

  現在、住宅支援チーム、チームリーダーを行っている職員の所属が健康福祉課、包括

支援センターの職員でもあります。さらに包括支援センターの職員との連携については、

なおその活動の中で強固なものをしていくのは非常に可能だと思われますので、ひとつ

その連携について対応をしていきたいと思います。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 総務課長もそういうことでよろしいでしょうか。 

             （５番 椎名志保議員 斜め右方向を見る） 

○５番（椎名志保君） はい、よろしくお願いいたします。 

  先ほど挙げた災害公営住宅の建設というのは、ひとつこういった方たちも同じ場所に

住んでいただき、ヘルパーが在住する体制づくりというものが可能となってきます。ま

た、それ以外にも民間の高齢者施設との連携で、何かそういった方たちの住まいの確保

という意味でできることはないのか、考え得るあらゆる手段をご検討いただき、制度の

狭間にいる人、声を上げることのできない人、そんな声なき声を拾い上げていただき、

誰一人取り残さないまちづくりを実現していただきたいものと考えます。 

  （７）番です。このたびの被災に対しては、町内外から多くの炊き出しもいただきま

した。心から感謝しております。ですが、泥まみれになり、懸命に作業されている被災

者や、食事の支援が必要であっても炊き出しの場所へ受け取りに行けない高齢者の方々

がおりました。本当に必要な方々に炊き出しが届いていないその状況に、仲間が届ける

仕組みを立ち上げ、私も「運び屋」の一人として活動に加わりました。被災地域にお弁

当を届ける中で、被災された一人暮らしの高齢者や支援の必要な人の姿がありました。

まだまだ埋もれている方がいるのではないか。一人でも二人でもそういった方たちを救

うことはできないだろうか。私たちの思いを伝え、健康福祉課に情報を求めたところで

ありました。いただいた情報をもとにお弁当を届けて回る中で、健康状態の悪化が見ら

れた方や特に見守りの必要な方を、包括支援センターや、湖東厚生病院の内科医であり、

コミュニティドクターとして町の生活支援体制整備事業にも関わってくださっている漆
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畑医師につなげることができました。このたびの活動を踏まえ、今後も特に有事の際な

ど、行政や町内会長、民生委員の方々の手の届かないところでの活動を民間のグループ

が行政や社会福祉協議会と連携し行い、地域を見守っていく必要があるのではないかと

考えたところです。個人情報の問題や平等性といった観点から難しい側面もあると思わ

れますが、町はどのように考えますか、伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  このたびの災害では、炊き出しや災害ボランティア、救援物資など、全国より温かな

ご支援をいただきました。炊き出しに駆けつけていただきました団体・グループの皆様

方の活動につきましては、事前に町へ情報提供があったもの、なかったものがございま

すが、こうした支援活動の参考としていただくためにも、被害状況などを随時町が情報

発信していくことが必要と考えております。災害時における情報発信のあり方について、

今後も検討し、改善してまいりたいと存じます。 

  また、町では、支援物資の輸送や拠点開設、運営に関するマニュアルなどが整備され

ておらず、特に支援物資の受け入れやラストマイル、物資拠点から避難所、あるいは在

宅避難所までの支援物資物流の円滑化に向けては、課題整理から取り組んでいく必要が

あると思います。ご指摘のとおり、行政のみならず、民間グループ、企業、社会福祉協

議会をはじめ、町内会や民生児童委員、ＮＰＯなど多くの関係機関の協力が必要であり

まして、手順や必要事項を定めたマニュアルの作成に向け、取り組んでまいりたいと存

じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 例えば、そういった民間のグループの活動が地域のコミュニティ

づくりに寄与するものであれば、集落支援員としての配置も考えられるのではないでし

ょうか。普段からその仕組みができていれば、有事の際にも必ずや生きてくるはずです。

行政では行き届かない地域の見守りをコミュニティナースの活用で、との提言をこれま

でさせていただいておりますし、島根県雲南市でのコミュニティナース組織立ち上げに

関わった五城目町民がいることも前回お伝えしてあります。今こそコミュニティナース、

つまりはおせっかいな町民を町の福祉の向上にご活用いただけないでしょうか。健康福

祉課長いかがですか。 
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○議長（石川交三君） 石井健康福祉課長 

○健康福祉課長（石井政幸君） 椎名議員にお答えいたします。 

  先ほども答弁の中にコミュニティナース、コミュニティドクターという表現を活用さ

せていただきました。今後、包括支援センターはじめ、関係各団体、社会福祉協議会を

含めた各団体との協議を重ね、その民間の自主グループの皆様も交えた協議の場を設け

たいと存じております。そうした中での活用の精査をさせていただきながら、今回の災

害においての教訓を生かした活用につなげたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 集落支援員としての活用ということも提言させていただいており

ます。町の福祉と地域コミュニティ、健康福祉課とまちづくり課の手を携えて取り組ん

でいただきたいものと考えます。よろしくお願いをいたします。 

  （８）番です。町の総合防災訓練、備蓄物資の取り扱いについて伺います。５月に行

われた町の総合防災訓練は、大雨を想定したものでしたが、このたびの災害には生かさ

れていたのでしょうか。 

  また、２つ目も続けてまいります。その際、炊き出しの訓練に加わった方から「この

たびの災害では、なぜすぐさま炊き出しが行われなかったか」との声がありました。町

主導ではなく、訓練に加わった町民自らが行うべきだったのでしょうか。訓練の中で炊

き出し訓練も行うことの意図するところは何とお考えですか、伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町総合防災訓練は、五城目地区を対象として、広域体育館、五城目第一中学校、五城

館、朝市ふれあい館、矢場崎集会所を会場として実施しております。当該施設は全てこ

のたびの避難所として開設しており、実際の避難所運営に生かされたものと存じており

ます。 

  一方で、避難者に対して従事するその職員が不足していたことや、また、道路の冠水

により不足する物資を届けることができなかったこと、停電、断水による影響など、訓

練では想定されなかった様々な課題が生じたことも事実でございます。課題につきまし

ては、今後、訓練想定に取り入れるなど、訓練内容の改善を継続してまいりたいと存じ

ます。 

  ２つ目のご質問でございますが、今年５年の町総合防災訓練では、ボランティア連絡



 

- 59 - 

協議会が炊き出し訓練に参加しておりますが、協議会の構成団体である町米消費拡大地

域活動推進委員会が８月１８日に役場正面玄関前でカレーの炊き出しを実施しておりま

す。そのほか、町内外より多くの方々より炊き出しなどの支援をいただいており、皆様

方の心温まる支援に心から感謝を申し上げたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 想定外のことが起きるのが災害だと思われます。その想定外にも

対処できるよう、炊き出しも含め、断水時にはどういう炊き出しが行われるべきか、タ

イムリーな動きも必要ではなかったでしょうか。 

  次です。このたびは、全国から水や米、たくさんの支援物資も届き、大変ありがたい

ことでした。それと併せ、役場ロビーには非常食など町の備蓄物資も用意されておりま

したが、積極的に配られる様子ではありませんでした。町内会や自主防災組織などが実

施する防災関連の行事で幅広く提供し、活用を呼びかけているようですが、わずかな水

で食べられる御飯類など、断水で食事の支度もままならなかった時にこそ提供されるべ

きではなかったかと考えます。備蓄物資の取り扱いについて、町はどう考えているかを

伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  秋田県と町では、発災直後の生命の維持と生活の安定に欠かすことのできない１９品

目を共同備蓄品目として定めております。町の備蓄目標は、主食で約１，４００食とさ

れており、目標を上回る備蓄に努めてまいりました。 

  避難者に対する支援物資の供給につきましては、発災当初は避難所までの道路が一時

使用不可となるなど、避難所への物資供給が困難となっておりましたが、その後は備蓄

品の配布、また、民間事業者からの食事の提供などを実施しております。 

  断水に関しましては、給水所の開設にて対応しており、断水のみを理由として全世帯

へ食料品などの備蓄品を供給することは困難ではありますが、在宅にて避難されている

方々など、支援が必要不可欠な方につきましては、町地域包括支援センターを通じて、

ケアマネージャーや民生児童委員のご協力のもと、配布しております。 

  しかしながら、先ほどの答弁のとおり、特に支援物資の受け入れや物資拠点から避難

所、あるいは在宅避難者までの支援物資物流の円滑化に向けましては、課題整理から取
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り組んでいく必要があり、今後は、その手順や必要事項を定めたマニュアルの作成に取

り組んでまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 届けられました支援物資、また、町で備蓄しておりますその備蓄

物資の取り扱いについても検証を行い、今後の教訓に生かしていただきたいと存じます。 

  ９番です。被災された児童生徒について伺います。災害後、夏休みを経て学校が再開

され、しばらくたちますが、被災された子どもたちへの学用品の支給の義務などが災害

救助法で定められております。学習の環境は整えられていますか、伺います。 

○議長（石川交三君） 畑澤教育長 

○教育長（畑澤政信君） ５番椎名議員のご質問にお答えいたします。 

  昨日の町長行政報告でも申し上げましたが、このたびの大雨災害により被災された児

童生徒の教科書及び学用品等の被害状況につきましては、各小・中学校を通して７月２

１日の出校日に調査を実施しております。それにより、小学校１３名、中学校１０名の

児童生徒より届出がありました。それを受け、教科書につきましては７月下旬に発注し、

８月上旬に児童生徒に配付しております。また、学用品につきましては、取り扱い業者

ごとに取りまとめを行い、８月上旬に発注し、お盆期間もあり、学用品到着まで多少時

間を要しましたが、授業再開の週にほとんどの学用品の配付を完了しており、授業での

支障はなかったと学校から伺っております。 

  なお、体育着や教材関係等は、各関係業者のご厚意により無償提供していただいてお

ります。 

  今後新たに紛失した学用品等が判明することも考えられますので、その都度対応をし

ていくとともに、学校と連携をとりながら、被害に遭われた児童生徒の心のケアをして

まいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 先日、五城目第一中学校の学校祭にお邪魔した折に、校長先生よ

り、被災された子どもたちは笑顔で学校生活を送っていると、そして学校に来て友達と

会うことが心の慰めとなっているようだというお話がありました。また引き続き心のケ

アなどを通して見守っていくといったお話がありました。安心したところでありました。
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引き続きよろしくお願いいたします。 

  次です。被災により家計が急変したご家庭に対し、年度途中でも町の奨学金貸与申請

を受け付け、子どもたちの教育の機会を保障すべきと考えますが、町のお考えはどうで

しょうか、伺います。 

○議長（石川交三君） 畑澤教育長 

○教育長（畑澤政信君） お答えいたします。 

  被災により家計が急変した場合の奨学金の貸与申請についてでありますが、町では高

校生に対し、学費を貸与し有用な人材を育成することを目的とした育英資金貸付制度が

あります。昨年度までは中学校卒業時のみの申請を受け付けておりましたが、今年度は、

高校に進学した後でも生活環境の変化により修学に困難が生じた生徒を対象に、年間を

通して貸与申請を受け付けすることとなっております。このことについては、町広報６

月号や町のホームページで周知しているところであります。 

  被災されたご家庭に対し周知を図るために、今後、町広報１０月号やホームページに

再度掲載して周知してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 改めてご周知いただき、子どもたちの教育の機会を保障していた

だきたいと願っております。お願いをいたします。 

  （１０）番です。このたびの災害では、役場から伝えられる情報をはじめ、炊き出し

や支援物資の配布場所など、ネットが使える人・使えない人、それにより情報が得られ

る人・得られない人の情報格差が生まれた事実もありました。防災行政無線は時間差で

の放送に改善されたり、頻繁な発信に耳慣れてきたとの声もある中、依然聞きづらい地

域もあるようです。また、町のホームページが頻繁に更新され、大事な情報を発信して

いるにもかかわらず、伝わっていない現状もありました。必死に作業されていた被災者

は、町のホームページを開く気持ちの余裕もなく、まして高齢者は情報から遠のくばか

りでした。そんな中、紙で配られた被災者への通知に紙の必要性も改めて感じたところ

でもありました。この頃は高齢者でもガラケーからスマホに持ち替える方も増えており

ますので、町のホームページを開く癖をつけていただくとか、自ら情報を得ようとする

風潮を醸成することも必要ではないかと感じたところでもあります。特に有事の際、ガ

ラケーからもスマホからも町の情報が得られるよう登録制メールの登録者数を増やして
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いただくために、再度、詳しい登録のやり方を町の広報で伝えていただくことを提案し

ます。また併せて、通信会社と連携し、地区ごとのスマホ活用教室などの開催で情報を

得ることを学び、また、そういったことで得た情報を隣近所の高齢者へ伝えるなど、情

報格差解消の取り組みを提案するものです。いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  災害に関する町からの情報は、防災行政無線や町ホームページ、登録制メールなどに

より発信してまいりました。このうち登録制メールにつきましては、発災前に比べ１０

０人ほど登録者が増えたものの、８月３０日時点での登録者は７８０人となっており、

今後も登録を呼びかけてまいります。 

  なお、通信事業者と連携したスマートフォン操作体験会については、秋田県において

も五城目町を会場として実施してきているところでございますので、こうした事業と連

携しながら、町登録制メール、そしてまた防災アプリの活用など、防災に関する要素を

組み入れることができないか調整を進めてまいります。併せて、これまで同様、各町内

会や自主防災組織による防災出前講座においても周知に努めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 積極的に取り組んでいただき、有事の際も誰一人取り残さない五

城目であっていただきたいと願っております。 

  最後の１１番、この項目の最後の質問です。令和元年、東日本台風で大変な被害に見

舞われた宮城県丸森町では、災害の記録として災害記録誌を残され、また、その後も防

災に対し様々な取り組みをされている様子がうかがえます。大変な作業になるかとは思

いますが、このたびの災害を風化させないためにも、次につながる教訓にするためにも、

当町でも取り組んでいただけないかを提案するものであります。町長いかがですか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  ご提案のとおり、災害の状況を記録し、その後の様々な取り組みにつなげていくこと

は、非常に重要であり、意義のあることだと存じます。町といたしましても、広報ごじ

ょうめを中心に災害情報の記録・発信を行いながら、この災害を風化させないよう、ま

た、今後の防災への取り組みにつなげていけるよう努めてまいりたいと存じます。 
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  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） 丸森町の記録誌からは、東日本台風での被害からチーム丸森、オー

ル丸森として、町一丸となって復旧に取り組んだ、また引き続き取り組んでいる様子に

感動を覚えます。ネット上でも拝見できますので、どうか皆さんぜひともご覧になって

ください。 

  このたびの災害に際し、数々質問や提言をさせていただきました。今後も災害が心配

されるこのところの気候です。ですが、ハードの面で災害に強いまちづくりを、そして

普段から民間と連携しながら、誰一人取り残さないソフトが充実していれば、災害が起

きても大丈夫と言えるまちづくりができるのではないでしょうか。よろしくお願いをい

たします。 

  では、最後の質問です。職員採用にキャリアを生かした社会人枠をということでご提

言させていただきます。 

  職員の採用は、五城目町職員定員適正化計画の中で進められていると思いますが、職

員の年齢構成を見てみると４０歳から４５歳までが不足しており、今後を考えると決し

てバランスのとれた状態とは言えません。今後の定員適正化の取り組み方針の中に、「将

来を見据えた長期的な視点から、これからの五城目町を担う人材を計画的に確保するこ

とを踏まえ、経験者採用を踏まえ、年度ごとの新規採用者数の平準化に努める」とあり

ました。例えば、防災に通じた人材や必要な技術職、民間経験者など、その人のそれま

でのキャリアを発揮していただけるよう、年齢にも幅を持たせた社会人枠の採用を今こ

そ行うべきではないでしょうか。町のお考えを伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  令和５年４月１日現在における職員数は１３５人であり、１０代が６人、２０代が３

２人、３０代が２５人、４０代が２７人、５０代が２５人、６０代が２０人の年代構成

となっております。年代構成を見ますとバランスがとれているように見えますが、年齢

ごとの職員数を見れば、ゼロから８人とばらつきがあり、３８歳、４０歳、４３歳、５

３歳の職員がいない状況でございます。 

  五城目町職員定員適正化計画の中でも「将来を見据えた長期的な視点から、これまで

の五城目町を担う人材を計画的に確保することを踏まえ、経験者採用を含め、年度ごと
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の新規採用者数の平準化に努める」とありますので、専門分野での経験者採用なども視

野に入れ、職員の定員適正化に努めてまいりたいと存じます。 

  また、このたびの災害を通して専門的知見を持つ人材の有用さを実感していることか

ら、国、県と一層連携を密にし、職員派遣など、緊急事態に対応できるよう環境整備に

努めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 椎名議員 

○５番（椎名志保君） このたびの災害対応にあたる職員の方々のご負担を目の当たりに

して提言するものでもあります。五城目出身者、Ａターン・Ｉターンなど、家族での移

住が望め、町の人口増につながるのではないでしょうか。積極的にぜひとも取り組んで

いただきたいと願っております。 

  以上で私の質問を終えます。ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） ５番椎名志保議員の一般質問は終了いたしました。 

  昼食のため、午後１時１５分まで休憩いたします。 

             午後 ０時１１分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午後 １時１５分 再開 

○議長（石川交三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  ６番荒川滋議員の発言を許します。６番荒川滋議員 

○６番（荒川滋君） ６番荒川滋です。よろしくお願いします。 

  あの日から５０日が経過しました。被害が大きかった通りや家の前からは、災害ごみ

や土のう袋がほぼなくなったように見え、一見落ち着いたかのように見えますが、生活

面、経済面で見ると、復興にはまだまだ長い時間が必要です。後片付けから再建に向け

てのご苦労が続いていらっしゃる中、無情ともいえる連日の暑さに心身の疲労が蓄積さ

れていらっしゃると思います。改めて被害に遭われた方々に心からお見舞いを申し上げ

ます。また、自ら被災しながらも職務に尽力された町職員、疲弊しながらも献身的な姿

勢で尽力されている町職員の皆様に心から敬意を表します。そして、命の水をつないで

くださった近隣自治体、それから給水車、お風呂、シャワー、災害ボランティア、職員

派遣、多くの支援物資など、全国からの物心両面の支援に心から感謝いたします。 

  町では、被災された方々に寄り添いながら、一過性ではない伴走型支援を続けていか
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なければなりません。豪雨の後は、今度は記録的な少雨で水不足となり、収穫を控えた

農作物に深刻なダメージを与えております。被災農地はもちろん、確実な支援をお願い

いたします。そして、町が始まって以来、最悪の被害が出た今回の災害を十分に検証し、

二度と繰り返さないよう、最大限努力していかなければなりません。 

  それでは、質問に入ります。３人目ということで同じような質問もありますが、どう

かよろしくお願いします。 

  私は７年前の初当選以来、これまで８回にわたり馬場目川の改良と本格浚渫をこの議

会一般質問で訴えてきました。例えば５年前の平成３０年５月１８日に、ここ役場庁舎

周辺、東磯ノ目、西磯ノ目が広範囲にわたって浸水したことを踏まえ、直後の６月議会

で、「本格的な浚渫をしないと再び同じことが起きる」と発言をさせていただきました。

この馬場目川の浚渫や堤防かさ上げについては、これまで私のほかにも何人もがその必

要性を訴えてきております。その質問に対する町の答弁は、「河川の管理者である県に

要望していく」「県では限られた予算と優先順位に基づいて進めている」「強く要望し

ていく」などというものでありました。管理者は町ではなく県なのでそういう答弁にな

らざるを得ませんが、大切なのは、相手、すなわち県に対する熱量だと思います。「一

刻も早く取りかかってもらわなければ大変なことになる」と相手に伝える熱量が必要で

す。 

  ５年前、そして昨年８月の豪雨を経験し、私にはこうなることがある程度予想できて

おりました。それで、前回の６月定例会では、県の動向について改めて質問をしていま

す。町側、当局の皆さんからすると、しつこいな、またその質問かと思われたかもしれ

ませんが、急いで進めないといけないという思いで何度も取り上げてきております。そ

れでも何も変わることなく今回のこの惨状となってしまったことに、非常に残念で情け

なく、自身の力不足を感じているところであります。 

  今回の大災害後に町長が県に出向き、強い口調で改めて要望したと聞きました。また、

南秋議会議長連絡協議会として、県知事に対し、石川議長が強く緊急要望をされました。

それらのことが功を奏したのか、県はようやく馬場目川浚渫改修に向けて、その重い腰

を上げてくれました。昨日の町長行政報告で話されたように、８月７日、県による現地

確認が行われ、県から振興局建設部長をはじめとした担当部局の職員、それから県議、

町からは町長、副町長、建設課職員、議長以下議員６名で、該当地区の町内会長さんら

が参加して、富津内川との合流地点である湖東老健付近から五城目高校近くの西野橋ま
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で確認して歩いております。 

  ここに昭和５５年１１月発行で町の歴史を綴った「あゆみ」という冊子があります。

この６ページに、昭和３０年、１９５５年ですので今から６８年前、６月２５日の大洪

水で一面の洪水となった昭辰町の写真が掲載されています。この大洪水は、明治３６年

以来の大洪水だったそうで、被害総額１億５，０００万円だったそうです。ちなみに、

その年の町の当初予算が１億２，０００万円ということなので、その被害の大きさが分

かると思います。先日、この洪水を経験したという昭辰町の方とお話をしましたが、今

回はあの時よりも高いところまで水が来ていたとおっしゃっておりました。 

  続いて、これは今掲げました「あゆみ」の表紙を拡大したものであります。一番町か

ら中川原にかかる五城目橋、後ろから見るとこの辺、前から見るとここです。五城目橋

から今の五城目高校がある、それは、五城目高校ここです。そこまで、このまっすぐ広

く伸びる馬場目川が見ることができると思います。まだ役場庁舎は建っておりません。

この画像の中心部、ここが役場庁舎が建つ場所です。よく見ると向かいでは五城目警察

署が建設中であります。 

  続いて、国土地理院で発行している年代別地図の１９６０年代の航空写真です。国土

地理院の許可を得て掲げております。６０年前の昭和３９年頃と思われますが、この頃

の馬場目川は、五城目橋ここです。ここです。五城目町から現在の東磯ノ目から西磯ノ

目にかけて、大蛇のようにうねりながら現在の五城目高校近くの西野橋、この辺まで大

蛇のように流れていた馬場目川の様子が分かります。当時、昭和３９年８月１３日の豪

雨で、被害総額２億７，０００万円の豪雨で被害が出ております。２億７，０００万円。

その年の五城目町の当初予算は２億円弱ということで、これも大変な被害があったこと

が分かります。昭和４７年、今度は被害総額２億５，０００万円の豪雨が当町を襲って

おります。その頃、この川はあふれたと思いますが、住宅はなく全て農地だったために、

それほど大きな騒ぎになることもなかったということであります。 

  立て続けに豪雨被害に遭ったことと、磯ノ目地区で都市計画事業として土地区画整理

が計画されたことで改修が進んだと思われますが、この大蛇のようにうねっていた馬場

目川は、このようになりました。五城目橋から西野橋、五城目高校の近くのところまで

一直線に大改修されています。五城目高校の校舎はまだないものの、造成工事が行われ

ているところから見ると、昭和５０年頃と思われます。馬場目川はまっすぐに広い川に

生まれ変わりました。 
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  そして、ほぼ５０年経過した現在。ちょっと見にくいかもしれませんが、川の北側に

は役場や店舗、住宅が立ち並ぶ街が出現しております。５０年かけてたまりにたまった

土砂が、この馬場目川の川幅をもう半分以下ほどにしているというのが、このパネルか

ら分かると思います。川の容量が土砂によって減っているイコール堤防を越えやすくな

るということは、これは分かりきっていることで、先日の県との現地確認で、私はこれ

らを使いながら県の担当職員の方に説明をさせていただいております。土砂を取り除い

て、５０年前の姿に戻してくれるだけでいいんです。堤防のかさ上げはもちろん望みま

すが、まずは元の姿に戻していただきたいということなんです。地域の実情をよく知る

町内会長さんたちからの話も県にはしっかり届いたものと信じています。そして、よう

やくスタートしました。本当だったらこんな惨状に遭わされる前に県には取りかかって

いただきたかったです。 

  そこでお聞きします。このたび西野橋周辺からスタートした県による馬場目川の工事

で行う伐木、土砂の撤去、洲ざらいである浚渫などの工事の内容、そしてその工事のス

ケジュールと範囲、膨大な量に及ぶ残土処理、そして効果を伺います。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） ６番荒川議員のご質問にお答えいたします。 

  今回県が実施する工事は、馬場目川の県単独河川環境維持修繕工事であります。工事

概要は、伐採並びに除根と堆積土砂の除去が主でありまして、伐採・除根の面積は４万

４，８００㎡、土砂の除去量は３万４００㎥であります。 

  工期についてでありますが、既に西野橋下流域から上流へ着工しておりまして、国道

２８５号磯ノ目大橋から上流の馬城橋、富津内川、内川合流部までを施工し、令和５年

１２月２２日までに終える予定となっております。 

  また、設計における残土処理量は約２万７，０００㎥で、現在は馬場目川沿いの町有

地を手配しておりますが、敷地の容量を超過する場合は、別の箇所を選定したいと考え

ております。 

  また、今回の工事によりまして富津内川合流点から西野橋間の流下能力は向上するも

のと期待しております。 

  なお、土砂の除去にあたりましては、護岸ブロック等の基礎部分の安定保護と、護岸

の水際部が洗掘や浸食により崩落しないようにするために、覆土として局部的に堆積し

た土砂を残すこともありますので、ご理解をいただきたいと存じます。 
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  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 西野橋から馬城橋までの範囲ということを今お答えいただきました。 

  またパネル出てきますけども、馬城橋から上流、先ほど松浦議員も触れておりますが、

湖東老健の向かい岸、先ほど民有地が川にせり出してきており、もう樹木が生えている

ということが話されました。これで見ますと、やっぱりこの当時と今とでは、ここのこ

となんですね、ここがグーッとこう狭くなってます。狭くなってるところで富津内川と

合流して、湖東老健さんは毎回あのような避難をさせなければならないという状況が続

いておりますので、その上流につきましても、これからは県のほうにぜひ熱量のある要

望を続けてもらわなければならないと思います。 

  それから、浚渫による効果を期待するわけですけれども、地球の温暖化など、気象の

変動によりまして雨の降り方も気温もこれまでとは変わってきております。万全を期す

ために堤防のかさ上げも必要と考えますが、河川管理者である県の動向はどのようなも

のか。もし動向をつかんでいるようでありましたらお聞きします。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 荒川議員にお答えいたします。 

  馬場目川、現在、今質問されました箇所についての河川改修につきましては、県のほ

うでは河川改修済み区画と伺っております。ですから、河川堤防のかさ上げ、あるいは

河川の拡幅等ではなく、今回のような堆積土砂の除去、あるいは伐採・伐木、これを継

続的に進めていただくしかないのかなと考えております。 

  なお、雄物川圏域流域治水協議会の下流圏域分科会におきましては、国、県、町が対

等の立場で発言できる機会と捉えておりますので、積極的に要望してまいりたいと思い

ます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） ありがとうございます。今、課長が述べました分科会において、堤

防のことについてもぜひ強く要望を続けてもらいたいと思います。 

  ５年前、曙町でも大変な大きな被害が出る浸水が起きました。今回、この西野橋から

馬城橋までの間の浚渫が行われたとして、下流である曙町、大川方面に流れる水の量は

何ら変わりません。 

  そこでお聞きします。大川地区の浸水対策はどのようにするのか、お伺いします。 
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○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  いわゆる下流部の浸水対策でありますが、大川地区は当町の馬場目川最下流域であり

まして、上流からの水量の影響を直接受ける箇所でもありますので、今後は、８月３０

日に設立されました雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会におきまして、八郎潟と

も連携を図りながら、方針と対策を訴えてまいります。 

  また、同会設立時におきましては、八郎潟町長からも、馬場目川の水位調整には河口

に設置された防潮水門の開閉操作により緩和されるのではないかとの発言がありました

ことを申し添えておきます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 大川地区、度々被害に遭っておりますので、大川地区の方々も安心

して住めるように対策をお願いいたします。 

  そして、今、町長、八郎潟町長とともに河口までのというお話がありましたけども、

こう思うに、八郎湖に注ぎ込む河川が、先ほど多く河川がある話がありましたけども、

残存湖に溜まっている土砂の量、これもちょっとこれからは考えていかなきゃないんじ

ゃないかなというふうに思います。馬場目川は、海ではなくて人工的に水位がコントロー

ルされている潟に流れ込んでいる特殊な川だということを常に県のほうには伝えていた

だきたいですし、やはりこの河口までも含めて、近々予定されているんでしょうか、内

閣改造によってどのような人事になるか分かりませんが、現職の石井国交副大臣にも改

めて直接要望していただければと思います。 

  先ほど松浦議員も述べました。私もこれまで何度も申しておりますが、災害復旧工事

とは、壊れたところを元どおりに直すこと。河川が氾濫した箇所で復旧する、元どおり

に戻すだけでは、また同じことが起きる。なので、復旧ではなく根本的に変える改良が

必要となる。この根本的な改良、知事は「抜本的」という言葉を使っておりましたが、

私はここ数年前から、ここは「根本的な」という言葉で言っております。 

  新城川や馬踏川などで行われた川のバイパス化、いわゆる河道変更のように根本的改

良を要請し続けていただきたいと思います。これは、先ほどからお話している町中心部

付近だけではなく、町の流れる３つの河川全体に言えることです。川のバイパス化につ

いては、この後、工藤政彦議員が詳しく取り上げると思うのでお任せいたしますが、い
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ずれにしても安心して住める町になるため、県や国への更なる要望を、熱量が伝わる要

望をお願いします。 

  続いて（２）番に入ります。畑町から新畑町までは、国道２８５号線に沿った戸村堰

に沿って流れていきまして、丸六物産さんのガソリンスタンドの裏で道路の下にもぐっ

て、そしてなべ駒さん、ダイサンスーパーさん、郷土料理いしかわさん、沢寿しさんの

前を通って、そのまままっすぐ馬場目川へと通じている都市下水路の水門について、私

からも取り上げたいと思います。 

  あの日、私は、機能別ではありますが、消防団員として朝から町内各地で水防対策業

務にあたっておりました。午後５時過ぎ、ここ役場庁舎周辺の事業所から土のう設置の

依頼が来て、ここに向かってくるも、一帯の浸水により近づくことができず、役場駐車

場からただ呆然と眺めることしかできませんでした。人の胸の高さまで水が来ていまし

た。あの時、ここ役場の駐車場で、東磯ノ目方向からの濁流が国道２８５号線を横断し

て西磯ノ目町内へものすごい勢いで流れていくのを見ております。その流れの速さに、

一緒にいた消防団員とともに驚いてしまいました。東から西に流れる激流を見て、私は

先ほど言った都市下水路のことが頭に浮かびました。 

  伺います。都市下水路の水門の管理者は誰なのか。そして、当日の開閉状況はどうなっ

ていたのか。松浦議員に続いてお聞きします。いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  東磯ノ目都市下水路に設置されております樋門につきましては、町建設課の管理であ

りまして、先ほど松浦議員からのご質問に答弁した内容と同じでございますが、基本的

にゲートの開閉は行っておらず、常に開放している状況となっております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 松浦議員への答弁でもありました。今もありましたが、あの日は、

あの日というか常にオープン、全開の状態であるということでありましたが、開閉操作

をする場面というのはどういう場面の時に行われるんでしょうか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 荒川議員にお答えいたします。 

  松浦議員のご質問でも答弁しておりますが、基本的には開閉作業は行っておりません。
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と申しますのも、樋門ゲートが馬場目の通常の水位よりは高位置に設置されております。

かつ下水路からの放流水圧のほうがその通常時の水位に勝るという形です。万が一、馬

場目川が増水し、そのゲートを閉口した場合は逆に内水氾濫を誘発する恐れがあること

から、町としましては開閉作業は行っておりません。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 全開で開いていたという水門。その水門が東・西磯ノ目地区に広範

囲にわたって浸水が起きたことに影響があったかどうか。どのように検証してるでしょ

うか、伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  今回の磯ノ目地区の冠水に関しましては、馬場目川からの外水による浸水が主な原因

であることから、内水による影響は少ないものと思われますが、先ほど椎名議員への答

弁にもありました磯ノ目地区排水計画の見直し調査後、対策事業の早期着手に臨みたい

と存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 先ほど松浦議員への答弁の中で、バックウォーター発生という言葉

がありました。あの水門が全開な状態でありますと、馬場目川の堤防のところに大きな

穴が開いているということと同じになります。内水から流れていく水と、馬場目川のそ

の大きな穴から流れてきた水が激しくぶつかり合って、また被害が大きくなったんじゃ

ないかなというふうにも思っております。ゲートを下げた場合はどうだったのか。今回

の全開の場合と比べてどうだったのか。今後十分な検証をお願いします。 

  都市下水路の水門操作について、今後の対応を伺うわけでありますけども、畑町、新

畑町、その他農業用水路などに設置された水門についても、その操作の今後の対応につ

いてお聞きします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  農業用水路などの他の水路に設けられた水門の大雨時の今後の対応でございますが、

管理する土地改良区へ確認したところ、開閉操作は開放すると伺っております。町とい
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たしましては、大雨予想の時は、事前の大雨時の開閉操作について管理者の方へ声かけ

してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） あれらの水路が何のための水路なのか。そこを改めてまた頭に入れ

まして、関係機関連携して災害が少しでも減るように取り組むよう、強く要望しておき

ます。 

  （３）前回６月定例会一般質問に引き続いて、浄水場について取り上げます。 

  浄水場の浸水対策ですが、実は全国的にも道半ばで、厚生労働省によると、２０１９

年度の調査で全国の浄水場、約４，０００か所のうち、４分の１にあたる約１，０００

か所が浸水想定区域にあり、そのうち６２０か所が浸水対策を行わず、周辺の浄水場か

らのバックアップもできないという状態であるというデータがあります。 

  本町の水道が断水した後、私は連日、浄水場に状況の確認に行っておりました。断水

して間もなくの序盤は、その絶望的な状況を目の当たりにして、これは長期戦になりそ

うだと感じました。その後数日間は機械類の乾燥を進めながらも、町職員と多くの専門

業者が粉骨砕身闘う姿が見られ、終盤には通水再開に向け祈るような思いで、そして再

開のめどが立った時には感動して涙があふれてしまいました。復旧に向けて奇跡のよう

な闘いを繰り広げてくださった皆様、本当にありがとうございました。その間、町では

「７月２０日木曜日に水が出るらしい」とか、「お盆過ぎまでかかるらしい」などと様々

な災害デマとも言えるような話が飛び交った状況に私はうんざりしながら、町に「復旧

のめどがまだ立っていない状況でも町民に現状を伝えるべき」と伝え続けまして、結果、

実現してくれたことは感謝申し上げます。 

  災害から浄水場が立ち上がったという美談は美談でここまでにし、これからどうする

かということをお聞きします。浄水場浸水被害を繰り返さないための対策はどうするの

か。現地での対策、そして移転の考えの有無について、先ほどに引き続きですけども伺

います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  このたび浸水した取水ポンプ室、浄水処理棟、受電盤等場内の各設備への止水方法の

調査のために、各メーカー、水道コンサルタント、業者などに施設を案内し、必要箇所
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に適した止水方法の提案を依頼しております。また移転に関しましては、今後の浄水場

の更新と並行して検討し、現在地での盛土によるかさ上げや移転の可能性について今後

調査してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 築６０年を超える我が町の浄水場は、もうとっくに更新・建て替え

の時期を過ぎております。移転新築が望まれるところではありますが、限られた予算の

中、そのハードルは高いと思います。なので、まずは現在地でということになろうかと

思いますが、防水壁の設置の検討なども含めて、今回の災害を前に進む一つのきっかけ

として取り組んでいっていただきたいと思います。 

  続いて（４）番、今回の災害で全国から心温まる支援が集まったことに、一町民とし

て心から感謝申し上げます。物心両面にわたった支援の中で、物、いわゆる支援物資に

ついてここでは取り上げます。 

  多くの支援物資を届けていただいたわけですけども、町では配布についてかなり難儀

したと思います。このような規模の災害時における物資配布には、大きなマンパワーが

必要だということを痛感しました。こういう時は議員も使うべきだと普段から我々議会

は申しており、今回、支援物資を給水所や被災世帯に届ける任務を与えてくれたことは

ありがたく感じております。７月２４日からは、役場すぐ近くの民間事業所が支援物資

提供の場として店舗を提供してくださり、多くの方が利用され、非常にありがたく利用

したという声が聞くことができました。その場所では、残念ながらこの町に届いた物資

をそこで扱うことはできないということでありました。全国からの物資は現在もまだ役

場に残っているようであります。必要とする物資もその局面により変化していくもので、

町ではありがたい支援物資の配布・運搬について今後どのように対処していくか、伺い

ます。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  先ほどの椎名議員のご質問の答弁と重複いたしますが、支援物資の輸送や拠点開設、

運営に関するマニュアルなどが整備されておらず、特に支援物資の受け入れやラストマ

イル、物資拠点から避難所、あるいは在宅避難者までの支援物資物流の円滑化に向けま

しては、課題整理から取り組んでいく必要があります。行政のみならず、民間グループ、
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企業、社会福祉協議会をはじめ、町内会や民生児童委員、ＮＰＯなど多くの関係機関の

ご協力が必要でありまして、手順、その他必要事項を定めたマニュアルなどの作成に取

り組んでまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） ただいま民間グループの協力も必要という答弁がございました。一

つお聞きしますけども、このたび、先ほど言ったその７月２４日に設置された役場すぐ

近くの民間事業所の店舗において支援物資が配布されたわけですけども、町に届いた物

資をそこで扱うことはできなかったということでありますけども、この理由についてど

なたか答えられる方おりましたらお願いしたいですけども。 

○議長（石川交三君） 石井住民生活課長 

○住民生活課長（石井一君） ６番荒川議員にお答えします。 

  支援物資の輸送や拠点開設・運営に関するマニュアル等が整備されていなかったこと

などから、今後マニュアルづくりをしてまいりたいと思います。 

  以上であります。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 今後作られるマニュアルには、ぜひとも民間グループの協力が必要

で、そのような配布だけでなくて、置いてくれる場所なども民間の力も大いに借りなが

ら進めていくようにしてください。 

  続いて（５）番、浸水被害に遭われた世帯の中には、自己防衛策として家の周りの塀

の高さを確保しつつ、止水板の設置を検討していらっしゃる方がおります。ただし、そ

の止水板は安いものではなくて、補助制度を設けている自治体もあります。そこで、今

回甚大な被害に見舞われた本町でも住宅用止水板設置に補助をしてはいかがでしょうか

という提言ですけども、町の考えをお聞きします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町では昨年度の水害を踏まえまして、町消防署において浸水害予防のための土のう２，

０００個を確保し、各分団に配布するなどの対策を実施してきておりますが、緊急的な

予防対策につきましても、さらに検討を進める必要があるものと認識しております。 

  ご提案いただきました住宅用止水板設置に対する補助についてでありますが、県外で
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は既に防災力向上のための住宅リフォーム助成事業として止水板等設置助成を実施して

いる事例もございます。町といたしましては、特に浸水想定区域内、過去に浸水害に遭

われた住宅に関する浸水対策については、早期に実効性の高い施策の実施が必要と考え

ておりますので、こうした先進事例を参考としながら、住宅の防災力向上に関する支援

を進めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） ぜひとも早急に進めていただきたいと思います。 

  先ほど松浦議員への答弁で、７月１４日以降８月２８日までの町の転出された方が、

昨年、前年比の３倍という話がございました。町外への移転はもう一軒もしていただき

たくないと私は考えております。そのために町は全力を尽くす必要がありますので、ど

うかよろしくお願いいたします。 

  続いて、建設に向けて準備が進む町災害用備蓄倉庫について伺います。 

  町では現在の保管場所である、そこの西磯ノ目に建つ建設課車庫が浸水想定区域にあ

るため、想定区域外である場所、森山荘、広青苑近く、スパーク五城目に隣接する場所

に災害用備蓄倉庫を建設しようとしております。避難所における備蓄品を保管する施設

となりますが、その倉庫から避難所への運搬を考えた時に、その手段に疑問があるので

質問いたします。 

  あの日午後６時過ぎ、私は消防団の活動の後、一番町に住む方で気になっていた一人

暮らしの高齢者に避難を促しに行き、車で広域体育館に避難をさせました。受け入れの

手続を終え、明日の朝必ず迎えにくるからねと約束をして広域体育館を後にし、自宅へ

向かおうとしました。しかし、家へのルートが全て閉ざされてしまっておりました。広

域体育館から雀舘の信号のほうを行こうとしても通られない。馬川公民館付近から行こ

うと思っても通れない。中川原も無理。国道２８５号線、磯ノ目地区も無理。西野橋が

あるかなと思って西野橋を行こうとしたんですけども、五城目高校手前からもう浸水で

通れない。それから今度は西野橋から石崎経由で国道７号線に出ようと車を走らせまし

た。そしたら曙町で車が何台も水没しており、ここも無理。結局、谷地中から井川海老

沢経由で７号線、今戸入り口付近に出て、７号線から五城目八郎潟インター付近を通り、

野田経由、岡本、五城目神明社脇を通って１時間かけて何とか自宅にたどり着きました。

普段だったら車で３分の距離でしたが、あの日はそうはいきませんでした。あの夜ぐる
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ぐる車で走りながら、雀舘からは橋を渡らないと町中心部に行くことができない。とい

うことは、これから建設される備蓄倉庫から各避難所への移動について、これは課題が

大きいと感じました。有事の際、避難所開設にあたり備蓄倉庫から各避難所への物資運

搬について、町の考えを伺います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  本年度建設予定の防災備蓄倉庫の建設予定地につきましては、浸水想定区域外、土砂

災害警戒区域外となっております。しかしながら、各避難所への搬入につきましては、

冠水などにより一時的な道路通行が不可となることも想定されます。町といたしまして

は、新たに建設を予定している防災備蓄倉庫による集中備蓄と、各避難所などへの分散

備蓄、双方の重要性を認識しているところでございます。避難所には、一時的な道路通

行不可が解消するまでに最低限必要な食料、毛布、飲料水などの基本物資に加えて、簡

易ベッド、間仕切りなどの物資、また発電機、燃料などの停電対応物資を配備してまい

ります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） ７番目に移ります。本町では、昨年、令和４年１月に有事の際でも

行政の事業が継続できるようにという計画、事業継続計画、いわゆるＢＣＰを定めてお

ります。冒頭で述べたとおり、今回、町の職員の方々は、その強い責任感から大変なご

尽力をされております。ＢＣＰを定めていたものの、想定をはるかに超える業務の量と、

その様々な種類に直面したと思います。まだ検証する段階には至っていない可能性もあ

りますけども、ＢＣＰは生かされたかどうかお聞きします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  業務継続計画は、大規模災害時に行政も被災し、人員、物資、情報及びライフライン

など業務に利用できる資源が制約される中、通常業務に加えて急に増大する「災害応急

対策業務」をいかに行うかの計画であります。そのためには、建物の耐震化を高める、

備蓄など日頃の備えをするなど、できるだけ被災しないようにすることはもちろんです

が、被災した際に通常業務の中でも災害時でも継続しなければならないもの、災害時は

休止するものを事前に選別しておくことが大切です。 
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  本町の業務継続計画（ＢＣＰ）では、防災計画で想定する最大被害の災害である直下

型の地震を想定し、急に増大する「災害応急対策業務」、災害時に優先して実施する「非

常時優先業務」の整理ができており、このたびの大雨災害時には本計画を活用すること

も必要だったかと認識しておるところでございます。それと同時に、計画策定後の職員

の理解や本計画を発動した際の職員の行動について、より具体的なものになるよう、対

応方法のシミュレーションや訓練を実施しなければならないものと考えております。い

ずれにいたしましても、今後もあらゆる角度から災害対応能力の向上に努めてまいりた

いと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 先ほどから出ております宮城県丸森町、ここは４年前の台風１９号

で大変な被害に遭われているところであります。役場周辺が深さ１ｍほどの浸水に遭い

まして、ほぼ丸２日間、役場が孤立したという状況でありました。対策本部の立ち上げ、

初動の動き出しにも大きな影響が出たということが丸森町ではございました。災害対策

本部の移転先である代替拠点を設けていなかったため、ということが大きな初動の遅れ

につながったわけであります。国は、ＢＣＰ策定の際に庁舎に災害対策本部を設置でき

ない場合の代替拠点設定を推進しておりまして、安全な代替拠点を設けるに越したこと

はないのですが、余力がない小規模自治体が多いです。 

  あの日、ここ役場庁舎も、一時的でしたが孤立した時間帯があったと聞いております。

本町では、その代替拠点はどこなのかといいますと、町民センター事務室または消防本

部庁舎を設定しているようでありますけども、今後その代替拠点での活動の仕方を改め

てシミュレーションすることが必要だと思いますので、よろしくお願いします。 

  最後に、人口の減少は町にとって喫緊の課題であり、産業と雇用の充実、子育て環境

の充実、豊かな自然は魅力ある町として欠かせないことではあります。しかし、何より

も安全に住めるところというのが町が存続する上で基本中の基本でありまして、大前提

であります。今回の惨状を踏まえて、町長自らの言葉で、五城目町は防災に力を入れ、

災害に立ち向かっていくという強い意思、災害に強い町宣言をしていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 
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  昨年８月、そして本年７月１４日からの大雨による災害と、二度にわたり町がこれま

でに経験したことがない大規模な災害に見舞われました。これまでの間、災害からの復

旧に懸命に取り組んでこられました町民の皆様方、事業者及び関係者の皆様方のご努力

と、全国からの温かいご支援に心から深く感謝を申し上げます。 

  町では、この災害からの復旧を最優先課題として、道路や河川、農地などの復旧、そ

して町民の皆様方の生活の復旧、復興に向けて町職員一丸となって取り組んでまいりま

す。今後、災害で得た多くの教訓を生かすべく、ハード・ソフトの両面から防災・減災

対策に取り組み、災害に強い町、安心・安全なまちづくりを進めてまいりたいと存じま

す。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 今回は、この災害の検証から次への対策ということに絞って質問を

させていただきました。今、町長が述べた宣言、その内容が実現するよう確実に進めて

いただきたいし、我々も協力してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

  最後に一つですけども、河川改修について、町では管理者である県に要望をしてまい

るということが今までずっと言われてきておりますが、その要望の形についてちょっと

教えてもらいたいんですけども、これは県に行って、その要望する方は担当課長なのか、

そうじゃないのか、町長ご本人なのか、そこはもし答えられるようでありましたらお願

いしたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答え申し上げます。 

  要望は様々ありまして、県知事もありますし、また副知事、そして他の部長、振興局、

そしてまた町村会を通して国会議員とか官僚とか様々ございますので、その都度積極的

に、引き続き要望してまいりたいと存じます。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） 今聞いたのは、町からはどなたが行って、上の機関に要望している

のかということでしたが、いかがでしょう。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 
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  ちょっと説明不足でした。私自身、先頭を切ってやっている要望もありますし、また、

担当のほうからも振興局に対しても要望あります。様々な要望活動に徹してまいりたい

と存じます。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 荒川議員 

○６番（荒川滋君） ぜひ町のトップである町長自らが要望にあたっていただきまして、

今回その強い口調で県に要望した結果がこのように動き出したことにつながったと思い

ますので、どうかよろしくお願いします。 

  そして、ＮＴＴドコモのほうとの交渉も町長自ら出ていって交渉してもらえれば、こ

の町の里山、森山にまたみんなが登れるようになっていくんじゃないかと思いますので、

その辺も併せてよろしくお願いします。 

  以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（石川交三君） ６番荒川滋議員の一般質問は終了いたしました。 

  議場内換気のために暫時休憩いたします。再開は２時２０分といたします。 

             午後 ２時１３分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午後 ２時２０分 再開 

○議長（石川交三君） 再開いたします。 

  ８番畑澤洋子議員の発言を許します。８番畑澤洋子議員 

○８番（畑澤洋子君） ８番、公明党、畑澤洋子です。 

  ７月１４日に被災されました皆様、そして何らかの形で被害を被った皆様にお見舞い

を申し上げます。全町の皆様にはなかなかお会いできておりませんけれども、皆様が大

変な状況の中、今、必死に前を向いていこうと頑張っているということはよく分かって

おります。 

  このたび、県外からも、そして県内からも素晴らしいボランティアの皆様が本当にた

くさんこられまして、全国的なニュースで前には伺ったことがありますけれども、その

方たちが今、我が町で頑張ってくださっている。これほどうれしいことはないなという

思いでいっぱいです。東日本大震災の後で、大槌町に５年間、ヤマザクラ植樹のために

通いました。その大槌町の方からお米が届いたという方から電話がありまして、ああ、

大槌町の皆様もこうやってお米の返礼というか、お返しに、ボランティアのお返しに来
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てくださっているなと、そういう感謝も改めて感じました。今後またこれ以上の想定さ

れるような災害はないとは言えない今回の経験でしたので、また改めてみんなで気を引

き締めて頑張っていきたいと思っております。 

  ７月１４日から降り始めました雨は、もう翌日午後には床上・床下浸水という形で被

害をもたらしました。そういう事態になるとは思わず、車で午前中出掛けておりまして、

通行止めになる寸前に帰宅しました。私は間一髪のところで帰宅できましたが、仕事か

ら早めに帰ってきても、その人たちはもはや自宅まで帰れず、避難所で一夜を明かし、

早朝に帰ってきたと伺っております。翌日、大潟村の友人から差し入れにいただいたた

くさんのおにぎりと水をご近所に配りながら、昨年に続き、わずか１１か月でまた水害

に遭った皆様に言葉のかけようもなく、ただ、おにぎりを差し出すしかありませんでし

た。後日、被災宅５９９軒と聞き、体は被災宅を回っていても頭や気持ちが追いついて

いきません。 

  今回は水の大切さ、ありがたさをいやというほど思い知らされました。中でも水洗ト

イレは便利だけど、たくさんの水がなければ使えません。使用済みの災害用備蓄トイレ

をごみの日に出す時はハラハラドキドキで、わずか１週間ほどの間でしたけれども、こ

のような生活を数年にわたって経験した東日本大震災後の被災者の皆様に思いを馳せな

がら、半泣きの毎日でごみにし尿を出したこともありました。大災害を起こすほどの水

の怖さというもの、そして快適な生活に欠かせない水のありがたさ、この両方を身をもっ

て今回経験させていただきました。 

  加えて、もし自分だったらと衝撃を受けた被害は、水に流された車の中で人が亡くな

るという事件です。これほどの恐怖と後悔をかみしめながら、どんな思いで亡くなって

いたのか。その人の心情を、自分が車に入っている状況を想定して考えても、何とも言

いようのない後悔といいますか、自分自身が災害に遭ったような気持ちで一時かなり落

ち込んでおりました。このような状況になるということが身近で今回感じましたので、

私たちも車で歩いている分には不便なく快適に走っておりましたけれども、これからは

水の中で自分はどうやって避難していけばいいのかということを想定しながら、またガ

ラスを割るための機材なども購入して準備をしていかなければいけない、そういうこと

をたくさんの皆様にお話しながら歩いております。 

  私はこれまで、防災告知ラジオに関して４回ほど同じ質問をしてきました。今回も余

りにたくさんの方から、無線が聞こえないとの苦情を多くいただきました。それはある
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程度、高齢者の皆様がたくさんということでございます。今回、防災行政無線に個別受

信機ということで、また同じ質問をさせていただきます。 

  これまで聞き取れない放送に個別受信機の配布を進める話をずっと同じくしてきまし

たので、皆様ももう十分分かりきっていると思いますけれども、そのたびに答弁は、防

災無線の聞き直しダイヤルがあるから、それを利用してくださいとの返事をいただいて

おります。しかし、このたびの豪雨では、雨の音が高く、防災無線が何かを伝えていて

もそれさえ気づかない。また、何を話しているのかも分からない。その中身が聞き取れ

ないとの苦情もあります。８５２－３２２０、ここに回せばその内容が聞けるんですけ

れども、その電話のところまで行ってそれを聞こうとする、そういうことは、よほどの

人でないと使用していない、そのように見受けられます。いつも暗記しているわけでは

ありません。記録して電話の近くに貼り出している方もいらっしゃると思いますが、今

何かを言ってたねというようなことを分からない人は、聞き直しも意味がありません。

玄関から音もなく水が静かに上がってきて、まさかまさかと、ここら辺で止まるなと考

えているうちに、どんどんどんどんあっという間に床の上に来て、え、まだ続くのとい

う感じで階段を上ったら、階段のない人はテーブルに上がったと言ってました。数多く

の悲惨な事例を伺いながら、もう自分がその場にいたような恐怖と心細さが伝わってき

て、本当にドキドキで涙なくては聞いていられませんでした。 

  町の防災行政無線デジタル化がなされているのであれば、高齢者が必要とするデジタ

ル化に対応した戸別受信機は貸し出しできる状況にあると思います。緊急放送が伝わる

ように、突然、この受信機からラジオを消して、そして緊急に自動で放送に変わる、そ

のようなものでございますが、ほぼ毎年のようにこの水害が起きて、年々災害の規模が

大きくなってきている中で、思いがけない死者が出る前に、できることは全てやってお

くようにしてほしいなという思いをしております。 

  例えば、北秋田市ですけれども、２００５年１０月に４町が合併して北秋田市ができ

た時は、森吉、阿仁町には防災行政無線がありましたが、鷹巣にはありませんでした。

合川にも防災行政無線はありましたが、鷹巣だけはパトロールの車で放送しながら回る

体制をとっていたということでした。そのような中で合併したものですから、防災行政

無線を一つにして立ち上げようということになりましたが、地域が広いため、かかる予

算も高額で頓挫しそうになりました。その情報をキャッチしたとある企業の提案で、予

定していた防災行政無線整備費は３分の１の予算で完成し、そして防災ラジオも希望者
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全員に配布できました。どんな場所でも確実に放送を聞ける環境になり、ＦＭ放送との

契約もラジオ局も開設しなくてもできました。全国に中継基地をもつポケットベルの会

社が声をかけてきたのです。全ての作業は企業がやってくれ、そして予算を準備すれば

いいだけでしたと話をしていました。 

  当町で戸別受信機が必要だと訴える町民に、ぜひ実現してやってください。よろしく

お願いいたします。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） ８番畑澤議員のご質問にお答えいたします。 

  防災行政無線は、住民の皆様方への情報伝達手段の中心的役割を果たす設備でござい

ますが、閉めきった建物の中までに聞こえるようにしたり、雨風によって音が遮られる

など、防災行政無線のみで全ての情報を伝えるには限界があることから、情報伝達手段

の多様化を進めているところでございます。 

  ご提案いただきましたポケベルの機能を活用した防災ラジオの貸し出しにつきまして

は、さらなる情報伝達の多重化という点では効果が見込まれるものと考えますが、まず

は町が既に整備している情報伝達手段について、その効果が最大限に生かされるよう、

その活用方法を含めて再度周知に努めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 畑澤洋子議員 

○８番（畑澤洋子君） 私の提案にかかわらず様々なことを町のほうで考えてくださって、

そして戸別受信機が皆様のお宅に入れば、私は満足です。どうかよろしくお願いいたし

ます。 

  次に、道の駅に災害時の防災拠点機能を持たせるという提案でございます。 

  全国に道の駅が創設されて３０年。今や全国で１，２０９か所が登録されています。

「悠紀の国五城目」もできてから２１年が経ちました。７月の豪雨災害時、どこが閉店

していても道の駅のトイレと休憩所だけは開いている。気持ちの中では疑う余地もなく

思い込んでいました。だから被災者へお見舞いに来られた方々からトイレに案内してく

ださいと言われ、道の駅しかないと案内しましたが、トイレ・休憩所まで含め完璧に戸

が閉められ、休業中でした。うかつだったと後悔しながら考えました。仮設トイレはど

こにあったのか。マンホールトイレの備蓄もあるし、使っていたのか。そういう考えが

ふと頭をよぎったものですから、今回使いましたかということでちょっと伺います。よ
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ろしくお願いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  平成１３年に開業した道の駅を含む悠紀の国五城目については、貯水槽を設置しない

直圧給水施設であるために、７月１６日からの上水道の断水に対して給水態勢を整える

ことが困難であることから、全館休業とさせていただいた次第でございます。 

  仮設トイレにつきましては、被災住宅が著しく発生した東磯ノ目、西磯ノ目、湯ノ又

や馬川交流センター、旧五城目小学校の５か所に設置し、被災住民やボランティアの方々

に利用していただきましたが、道の駅への設置についても考慮すべきであったと再考し

ております。 

  次に、マンホールトイレにつきましては、指定避難所９か所のトイレを使用すること

ができたことや、さきに申し述べましたとおり被災の著しかった地域に仮設トイレを設

置したことから、マンホールトイレの設置、使用には至りませんでした。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 畑澤議員 

○８番（畑澤洋子君） 残念です。マンホールトイレが備え付けられたところ、一度使用

してみたいという思いもありましたので、今後ぜひ使っていただければと思います。 

  地方創生の核となる道の駅ということで、防災拠点としていろいろ機能を強化した道

の駅も全国で３９か所あります。まだこの３９か所の中にはまだ行ったことがありませ

んけれども、ぜひそこを見学したいなと思っておりました。この機能は恐らく壮大な機

能だと思いますけれども、悠紀の国五城目は規模が小さすぎて指定には無理かもしれま

せん。けれども、現在のトイレを災害時にもそのまま使用できるレジリエンストイレに

変えたり、また、先ほど町長がおっしゃった水を蓄える機能を持たせることも可能では

ないでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答え申し上げます。 

  現在、道の駅につきましては、国土交通省から防災拠点自動車駐車場の指定を受ける

ため、秋田県との協議が進められております。これは、市町村を超える広域的な大規模

災害救助に対応する消防などの緊急車両の駐車や、資機材の保管場所、自衛隊の活動拠

点などに使用するための指定でありまして、災害時には一般車両の駐車場利用を制限す
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ることとなっていることから、町の防災計画におきましては道の駅を避難所としては指

定はしておりません。 

  貯水槽や超節水型トイレにつきましては、災害救助関係者の利用を考慮したトイレの

整備に関し、情報を収集してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 畑澤議員 

○８番（畑澤洋子君） ありがとうございます。様々な全国の状況を調査していただき、

防災拠点としては国交省からの認定を受けれなくても、ある程度使えるものに変えてい

く、そのようにして何とか道の駅を災害時にもたくさんのボランティアの皆様とかそう

いう方たちの休憩所にもなったりする、そういう場所にしていってやってほしいと思い

ます。 

  次に、湯ノ又橋をどうするという質問ですけれども、今回２年続けて床上・床下浸水

を経験した湯ノ又町内の皆様は、粛々と住める環境に戻す努力を現在もしております。

水管橋の整備が遅れたことが原因だとの苦情もたくさんいただいております。昨年は床

下だったが、今回は床上で水の高さがより一層高くなったというお宅もあります。毎日

苦情伺いに回りました。その中で、橋に関して今後どうしたらいいか、被災した人に伺っ

てみました。その中で皆、「同じことがあったら、またここにはいられない」と嘆きな

がらも、「橋はもうなくてもいい。人が歩ける幅の橋にして、一輪車が押せるくらいの

橋でいい」、また「車は上流の橋を使っていただいて、今現在のごみが引っかかる橋は

もういらない」という意見、そして「欄干を取り外して、護岸と橋の付け根を末広がり

にして」など様々な意見が出てきて、みんながこれだという同一した意見はそんなに出

ないものでした。また、「水の流れに逆らわず、道路が破損したところは近い場所の民

家から道路用の土地を譲ってもらい、現状復旧ではなく改良復旧で整備をしてほしい」

など、被災していない方々からもこの川と橋に対しまして様々な意見もいただいており

ます。また、「川の底ざらい、黒土の人たちが土地を提供すると言っている。川幅を拡

張してもらえばどうか。お願いしてみればいい」、そういうような話も出てきておりま

す。私は立場上責任がありますので、水管橋の移設で今後の様子を見ようとしているな

らそれもいいけれども、原因が何かを見誤れば３回目もあると想定外のことを考えてお

ります。 

  現在、時間的に大変でしょうけれども、現実に被災した方々の意見を伺う機会という
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のを設けていただければ、抱えている思いをいろいろ話しすることができ、そして話を

した上で、今回の水道管が上流から下流のほうに移動するのがものすごく遅かったとい

うことに対しても、またなかなか内川の川、この橋のことを去年からずっとこうやって

言ってるのに何にもしてくれてないと考えている方々も、そういう思い、話を聞いてほ

しいと思っているんですね。私自身は「もう三度目は絶対ないようにしてくれ」と強く

頼まれております。しかし、「私の力で三度目の水害は絶対ないようにします」という

ふうにはっきり言い切れればいいのですけれど、そこまで行かない。なので、まず町の

当局の皆様と被災した皆様が腹を割って様々なお話をさせていただければ、それはそれ

でまた別な意味で希望を持って前を向いて歩いていけるのではないかと考えております。

いかがでしょうか。お願いできますでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  昨年度、秋田地域振興局建設部による浸水地域住民説明会が町役場正庁にて開催され

ております。その際には、昨年度の洪水痕跡調査結果を踏まえた検討内容を、再度今年

度に開催する旨が説明されました。県では、説明会を開催する矢先に今回７月の豪雨災

害が発生し、説明会の開催を断念したところであります。 

  なお、県は今回の豪雨による洪水痕跡調査を実施し、早期に住民説明会を参集する予

定と伺っておりますので、町といたしましては、その機会に湯ノ又橋の今後のあり方に

対する意見聴取の場を設けたいと存じますので、ご理解を賜りますようお願いを申し上

げたいと存じます。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 畑澤議員 

○８番（畑澤洋子君） ありがとうございます。ぜひ早めによろしくお願いいたします。 

  次に、浄水場、様々なご意見が先ほど以来、他の議員から出ておりますけれども、私

も浄水場を何とかできないかという思いで今回議題としました。 

  このたびの水害で浄水場は重要な施設であるというふうに町民全員が身に染みて理解

できました。それが案外、ほとんどの人が「浄水場ってどこにある」というふうな質問

をされまして、私自身も自信はありませんでしたが、「中学校の下だと思います」と答

えながらいきましたけれども、その後、現地を見に行きました。確かに取水場のところ

の建物がガラスごと大量の水に押されたようにガラスが割れ、中に土砂がいっぱい入っ
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ているという状況でしたけれども、そこからこんなに大事な水をつくるところがこうい

う状況になっていたんだなと、これだもの１か月も２か月も水が出ないんだというデマ

が出るくらいの状況になっていたんだなと理解しました。 

  令和３年に町でつくりました町の国土強靭化計画というところには、具体的な浄水場

の災害の想定として、地震を想定した目標として書かれておりました。浄水場の長期間

にわたる機能停止、そして消火栓が使用不能となれば消火活動が制限されるなどの課題

は挙がっておりました。水害は想定されていませんでした。水がないだけでどれほど大

変だったのか。水害、被災者の復興にも水がないからできないことが多すぎて、時間が

かかるだけでした。被災者でなくとも三度の食事は欠かせませんでした。思い切り水を

使えない不便さをいやというほど皆さん味わいました。これほど大事な浄水場は、たぶ

ん築６０年以上と推測しましたけれども、上水道の更新時期はいつ頃なのか。また、今

後も想定される被害に具体的な対策が必要ではないかと。それで、私は２か所目の浄水

場をつくればどうかと今回考えました。町の国土強靭化対策では地震でしたけれども、

今度また加えて水害も足されると思いますけれども、上水道等の長期間にわたる機能停

止、またこういう施設の老朽化対策と併せて計画的な耐震化を推進する必要があるとい

う最悪の事態という箇所も後のほうにもついておりましたけれども、こういう状況です

ので、具体的な新たな浄水場をつくるということに関してお伺いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  浄水場は昭和３５年度に着工し、３７年度に供用開始となっておりまして、現在、築

６１年を迎えております。平成２０年度策定の水道ビジョンでは、施設の更新も含まれ

た計画を策定しておりましたが、財政上の問題もあり、現在、目標年度までの完了には

至っておりません。こちらの計画は令和５年度までの計画でありまして、現在、新たな

水道ビジョンの策定を実施しており、このたびの浸水による対策を盛り込んだ計画とす

るとともに、完成までの間は現在調査中の止水施設による対応となると思います。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 畑澤議員 

○８番（畑澤洋子君） ありがとうございました。こういう事態になっていますが、今は

川にほとんど水が流れておりません。雨が降ってない状況なんですけれども。こういう

ことも考えますと、あらゆることを想定しながら対策を考えておいたほうがいいと思い
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ます。ぜひこの浄水場は、そこを建て替えするのか、新たな場所に設置するのか、様々

な皆様のご意見を伺いながらぜひ検討していただきたいと思います。 

  これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） ８番畑澤洋子議員の一般質問は終了いたしました。 

  議場内換気のために暫時休憩といたします。再開は午後３時といたします。 

             午後 ２時５０分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午後 ３時００分 再開 

○議長（石川交三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  着席してください。 

  ９番斎藤晋議員の発言を許します。９番斎藤晋議員 

○９番（斎藤晋君） ９番です。斎藤晋です。 

  質問に入る前に、被災された皆様に心からお見舞い申し上げますとともに、また、復

旧・復興に携わりました皆様に心から感謝申し上げます。ありがとうございます。 

  私の質問もこの前の災害についてですので、今まで質問された方々と同じような質問

が多数ございます。その中でも私の観点から質問させていただきたいと思いますので、

ご了承いただきたいと思います。 

  １つ目、役場職員の避難訓練を、という題で出してありますけれども、今回センター

に避難した方から話がありまして、避難所開設にあたり職員が物のありかも分からない

ような感じだと。感じというよりも、そういうことでした。それで避難のされた方が、

先ほども出ましたけども、非常食とかそういうことも話しておりましたけども、それは

定かではありませんけども、先ほど町長が非常食、そういう米の話した時、停電とか断

水、水とかそういうようなお話もされておりましたけども、人間ですから考えることが

できます。停電になって暗ければろうそくをつければいいですし、ガスがなければ薪を

たけばいいですし、水がなければ雨水を利用することもできます。何か利用していろん

なそういう避難された方々のためになる、そういうことをするのが職員の務めではない

でしょうか。そういうふうにも思います。それで、私が町民のための避難訓練にも出た

んですけども、その時もちょっといろいろ不審に思ったこともありました。それを前の

一般質問でさせていただきましたけども、今回は職員のということで、その物のありか

も分からない職員がいるということは、その派遣されたその避難所、何のための避難所
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なのかなと思いまして、非常食、避難用具、テント、それから怪我されたりした時の応

急処置、そういうことを熟知していなければ、避難所開設にあたってできないのではな

いのかなと。全部専門外、専門外、想定外、想定外では済まない問題だと思います。町

民の避難訓練の前に職員の避難訓練、それをやるべきだと思いますが、町長いかがでし

ょうか。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） ９番斎藤議員のご質問にお答えいたします。 

  町職員の避難所開設・運営訓練につきましては、例年５月に開催しております町総合

防災訓練による訓練のほか、避難所ごとに防災担当部署と各施設所管部署による備品点

検、打ち合わせなどを実施してきておるところでございます。町といたしましては、新

たに建設を予定しております防災備蓄倉庫による集中備蓄と、避難所などへの分散備蓄

を進めてまいります。各指定避難所における備蓄品のためのスペース確保に努めるとと

もに、今回の災害の反省を踏まえながら、円滑な避難所開設・運営のため、職員の訓練

についても継続して実施してまいります。 

○議長（石川交三君） ９番斎藤晋議員 

○９番（斎藤晋君） 言い忘れましたけども、センターに避難した人の話では、センター

に行くまでに浸水があって通れないところ、箇所がいっぱいあったということでした。

町長も先ほど言いましたけども、いろいろ通れない道があって物も運べない状態だとい

うことでしたけども、その人は頭で考えて、どこ行けば行けるのかということで遠回り

して避難所までたどり着いたそうです。やはりそのぐらいやらなければいけないという

ことでしょうね。ですから、避難訓練を各避難所ごとにやられてるというお話ですけれ

ども、それは真剣じゃないんですよね。真剣にやってないから物の位置も分からないと

いうことになるんではないでしょうか。この避難訓練を担当されてる課はどこの課です

か。 

○議長（石川交三君） 石井住民生活課長 

○住民生活課長（石井一君） ９番斎藤議員にお答えします。 

  担当は住民生活課で行っております。 

  以上であります。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） 住民生活課長にお願いします。もっと職員がまじめにやるように指
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導してください。町民の命、財産を守る、そういう避難所だと思います。もっと真剣に

なってやっていただきたいと思います。 

  それでは、次に移ります。災害時の給水車・給水タンク・給水容器の準備をというこ

とで、今回断水いたしまして一番困ったのがやはりトイレの水、それから生活用水です

ね。風呂とかそういうものよりも、やはりトイレの水が流せないという困り事が一番あ

りました。それで佐々木仁茂議員にお願いして、軽トラと、それから貯水タンクを借り

て、そのトイレの水を配達に回りました。その時に困ったのがやはり水の容器ですね。

普段こういう断水がないですし、長期間にわたって断水することもないでしょうから、

私が行って、玄関に行って話しすると持ってくるのが、やかんと、それからポット、鍋、

そういうものしかないんですよね。ですから、だんだん後になって石油を入れるタンク

を持ってきたり、そういうものを持ってきましたけども、皆さん本当に入れ物がないん

ですよね。こちらで佐々木議員から入れていただいた沢水、それを持って歩いたんです

けども、入れ物がないんで本当に困った１日目がありました。だんだんこう日数を重ね

ていくと、タンクを持ってきて、１人で５つも６つも石油タンクを、１８リットル入り、

２０リットルですか、あれを持ってきて、それも８０歳を超した年寄りがその２０リッ

トルをタンク持ってくるんですね。７０ちょっと過ぎた私が８０歳のおじいさん、おば

あさんのタンクを黙って見てるわけにはいかなくて、ついつい２０リットルのタンクを

２つ持って、ぎっくり腰になって４日目で給水ができなくなってやめましたけども、給

水用の袋、それも２０リットルの袋は本当にだめです。１０リットル、それから私が買っ

たのが６リットルという袋もありました。そういうものをやはり準備して、水の足りな

い人に配る。やっぱりそのぐらいをしなければ、そのくらいの設備がなければだめだと

思いますし、それから大仙市とか、かなり市町村名が書いた給水タンク車でありました。

五城目ってあるのかなと思ってあちこち見ましたけども、ありません。これだけの町で

そういう給水タンクもない、ああそうなのかなと思いました。やはり五城目でも給水タ

ンク、それから五城館の前に置いてありました仮設でもいいですし、水を配給するため

の貯蔵タンクとかですね、それから先ほど言いました袋ですね、そういうものは絶対に

準備するべきだと思います。いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  秋田県と町では、発災直後の生命の維持と生活の安定に欠かすことのできない１９品
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目を共同備蓄品目として定めており、町の備蓄目標は、飲料水１，４１９リットル、給

水袋３２枚となっておりまして、目標を上回る備蓄に努めてまいりました。一方で、町

地域防災計画におきましては、災害による断水が発生した場合は、給水車などにより避

難所などの飲料水、給水資機材の確保に努めることとしておりますが、ご指摘のあった

給水資機材としての給水袋については、備蓄がなされていない状況でありました。町内

広域にわたる断水への備えといたしまして、速やかに備蓄を進めてまいります。また、

各家庭における食料、飲料水、生活必需品の備蓄などにつきましても、ご理解を深めて

いただくよう周知してまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） 言い忘れましたけども、福禄寿の前に配置された井戸水、あれは本

当に町民が助かりました。最初は近くの町民だけでしたけども、車で来て、それも１０

０リッターとかのタンクを持ってきて持っていく人もいましたし、ちょっとあれはどう

かなと思いましたけども、やはり年寄りが老人車にタンクを乗せて歩く姿を見て、ああ、

ここの近くにこういう水があってよかったなと思いました。それから、水を配達して歩

いている時に思ったんですけれども、町中で井戸水をまだ使ってるうちがこんなに多い

のかと思いました。うち井戸水だからいらないよと、そういうふうに言われたうちが本

当に多かったです。ですから、そういうものも探して、その水が足りない時ですね、飲

み水として適用できるような水であれば、電気代、そういうものを後で補助すれば、そ

ういうところも水の供給源になるのではないのかなと思いました。ほとんどのところが

井戸水を飲み水としてではなく、散水用、それから洗車用、そういうものに使ってると

いうことをおっしゃってましたけども、実際はたぶん飲んでるんだと思います。ですか

らやはりそういうのも調べればおもしろいのかなと思いました。 

  それから、３つ目ですけども、補助金の支給を早くしてくれという声があちこちから

聞これます。それも年金生活で床上浸水で被害を受けた人からですけども、１階に置い

ているものは全部だめになったということで、１階に寝てましたから布団もない。今２

階にいますけども、座布団を敷いて寝てるというような人ですね。電気釜もない。冷蔵

庫もない。それからトースターもない。何もない。米もない。米もみんな浸水したそう

です。年金生活者で息子からの仕送りも余りあてにできない。なけなしの金で、そばの

コンビニで１００円ちょっとのパンを買って、毎食そのパンを食べてるという私にはそ
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ういう説明でした。ですから、そういう方にいち早くお金が届けられないかなと。国の

お金、それから県のお金、そういうのは無理でしょうけども、町独自のそういう政策で

やるんであれば、早めに届けることができるんじゃないのかなと、そういうふうに思い

ますが、いかがでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町では、罹災証明書の発行に合わせて住家の床上浸水の被害に遭われた世帯を対象と

して、８月１８日より順次、災害見舞金の給付に関する通知を発送しておりまして、９

月１日より給付を開始しております。罹災証明書の発行には住家の被害認定調査を実施

する必要がありまして、７月２５日より秋田県不動産鑑定士協会ほか県内市町村からの

応援職員によるご協力を得ながら調査を進めております。現在、調査は約９割について

は調査済みとなっており、引き続き速やかに罹災証明書の交付、見舞金の給付がなされ

るよう努めてまいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） この３番と４番、同じようなあれですので、今お答えいただいたの

は３番ですよね。４番に関しては、これも同じような趣旨ですので結構です。 

  ４番のこれは、その補助金のあれで、先ほど申しましたけども、罹災証明がどうのこ

うの、それから書類がどうのこうのでもう書けない人もいますし、役場まで来ない人も

います。先ほど支援物資が役場にあるし、それからセンターにもあるということでした

けども、そういうものもあることも知らない、取りに来ることもできないような人もい

るわけですよね。ですから、そういう人々を助けてやる、そういう何かやってほしいな

と思います。 

  この前、磯ノ目の方で、その水を配っている時に、床下浸水の方のところに行ってそ

の水を配っていたら、隣からおばあさんが出てきて、おっきいごみのポリ容器をゴロゴ

ロと転がして持ってきて、これに入れてくれという話なんです。でもあれは７０リッター

かそこらだと思いますけど、それに入れれば持てないですよね。でも、そのうちの近く

までまた行って、その７０リッターのタンクに全部詰めてきましたけども、ばあさん一

人かっつったら一人だと。一人暮らしなんですよね。何すればいいか分かんないけど、

まず物を出して乾かしてるんだという話をしてましたけども、もうあまりにも気の毒で、
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それ以上何もできなかったですけども、やはりそういう方もいますし、あの方のうちは

まだ畳も出せないでそのままになっているのかもしれないです。それから、私の覚えて

るところにもそういうのがいっぱいありますよね。だからその困ってる人を助ける何か

算段をしてほしいというのが、私のこのあたりの３番、４番の願いでございます。 

  ５番目。浸水被害に遭った空き家をどうするかということですけども、前々から空き

家としてありますけども、持ち主はいまして、東京とか秋田市に住んでいらっしゃる方

がいます。私の知り合いで８２歳の方で東京に住んでいて、今回被災に遭って、被災か

ら２週間後にうちに来まして、鍵を開けて中に入ったらすげえにおいだったそうです。

また、座敷の畳が浮いて流れたんでしょうね、折り重なってたと。窓を開けてにおいを

出して乾かしてという作業をしたそうですけども、手がつけられないという話をしてま

した。８２歳、この年では何ともできない。１週間、他に泊まって見届けて、また閉め

て東京に帰りました。このうち何となるんでしょうね。もう腐ってしまいますよね。だ

から、町はそういう空き家、それから倉庫でもありますよね。古川町のあるところ見ま

すと、中にごみがいっぱい押し込まれたうちもありました。あれはもう直す気はない、

そういううちでしょうけども、そういうところも浸水してそのままになってるんですね。

町はこの空き家、倒壊の危険のあるような空き家をこれからどうしていくのか。お答え

いただきたいと思います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  空き家や倉庫など非住家の被害は、７月１７日から７月２４日まで実施した一次調査

において約５００棟の被害を確認しております。現在も職員巡回により状況把握に努め

ておりますが、被災当初は手つかずであった空き家についても、現在は復旧作業や解体

に向けた作業が進められてきている状況でございます。町といたしましては、空き家に

かかわらず被災された倉庫や作業小屋などが放置され続け、周辺環境に悪影響を及ぼす

ことがないよう、必要に応じて所有者などに情報提供及び助言や指導を行ってまいりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） その見回り、情報提供ということでしたけども、どの課がやるのか、

いつまでやるのかを教えていただけますか。 
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○議長（石川交三君） 石井住民生活課長 

○住民生活課長（石井一君） ９番斎藤議員にお答えします。 

  空き家の担当は住民生活課になっております。令和３年度末で空き家は全町で３１７

軒ございましたが、その後調査には至っておりません。この後、早めに空き家の情報を

収集したいと思います。 

  以上です。 

  町内会長などの聞き取りもございますので、まず１年、２年、１年はかかるかと思い

ます。よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） 復旧・復興、これはもう長いスパンで考えなければいけないと思い

ます。それから最初の方々が質問されたところでも出ましたけども、浸水したうちで老

人の一人暮らし、そういうところで今住めなくて八郎潟に知り合いのところにいると。

その方が積水ハウスで建てたうちの見積もりをとったら、２，０００万円というその金

額が出てきたそうです。それから、磯ノ目のうちでは１，０００万円という、それから

７００万円とか、またそういう借金を背負うという、それを二の足を踏んで何にも手つ

かずのお宅がいっぱいあると思います。そういう方々の心を察して町がどういう手を差

し伸べるのか、これがやはり町としての手腕、そういうものもこう感じます。町長の心

意気でそういう方々に少しでも町が皆さんのために努力しているというところを見せて

いただいて、復興・復旧を助けていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  次に、大きい問題で防災・減災について、これからの町についてということでお伺い

します。 

  これももう先ほどから出尽くしたことかもしれませんけども、馬場目川、富津内川、

内川川をどうするのかということですね。県の管轄であるということはもう重々分かっ

ておりますけども、苦しむのが町民であります。それから、物をなくす、財産をなくす、

それも町民です。町長が振興局に行ってどなってきたというそういう話は聞きましたけ

ども、それで浚渫、そういうものはやられてきたんだと思いますが、町民が苦しむ災害

を防ぐため、町が動かなければ何ともならないですね。やはり、ただ書類を置いて、こ

ういう要望が出てますから何とかというそれだけでは進みません。１回でだめなものは

２回、２回行ってもだめなものは３回、やはりそのぐらいの根性をもってやらなければ
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いけないと思います。おざなりに書類だけ置いていきますというそういう担当者では無

理だと思います。農業、漁業、林業の観点も掘り下げてお答えいただきたいと思います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  農業、漁業、林業からの観点でございますが、農地への土砂流入などの被害を防ぐた

めに、流域断面の確保や堤防のかさ上げなどの河川整備の要望をしておりますが、河川

のその自然環境の保全といった漁業からの視点では相反する部分もあることから、多角

的な視点により、先ほど椎名議員からのご質問に対する答弁でありました雄物川圏域流

域治水協議会下流域分科会において町の現状を強く訴え、馬場目川水系全体の治水対策

を推進し、このたびの被災された家屋の浸水被害軽減に向けて、調査、また対策の実施

を県に要望してまいります。また、河川増水時に支障木の倒伏及び流出が発生しないよ

う管理する必要性も生じますが、まずは保水力をはじめとした山林の本来あるべき機能

を発揮させるために、適正な森林整備にも努めてまいります。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） テレビで湯ノ又橋の写真、それから動画をよく出ましたけども、引っ

かかってるのは本当に流木というか、山から出た木、そういうものがいっぱい引っかかっ

てましたよね。それから馬城橋、そういうところにも引っかかっておりましたし、一番

町の橋には流木が刺さっていました。そういう中で、やはり保水力がない、そういうよ

うな感じもします。それから、先回、高田、千日の奥ですか、火災があって３ｈａ焼け

た。あれがヘリコプターからの映像で出ておりましたけども、その焼けた場所、そこに

行くのに見ると、あちこち土色が見えるんですね。あれは伐採時、ブルドーザーで道路

をつくった跡でしょうね。あの今の川、町長見ていますか。泥がすごいですよ。漁業協

同組合で先日アユを放したでしょうけども、あれでは泥の石の上にはコケが生えません。

コケが生えないということは、アユが育たないということですよね。いるのはおっきい

鯉だけです。鯉は泥から、泥の中から栄養を吸い取りますからいいんでしょうけども、

他の魚は一切見ません。川も死んでます。やはりそれはその山のせいだと断言はできま

せん。しかし、あの泥を見ると、伐採、山の手入れ、それがいかに大事かということが

分かるような気がします。この漁業、林業、農業と書いたのはそういうことなんですよ

ね。全部つながっている、サイクルとしてつながっているということだと思います。や
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はり農業だけでなく、林業、それから漁業、そういうのも全部含めて、これからの災害

を防ぐ町として考えていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  それから、２番目の命の水ということで、浄水場浸水ということですけども、今後ど

のようにするのか長期計画を含めて回答をということでしたけども、畑澤洋子さんのと

ころでやられてましたので、これは結構でございます。 

  ３番。今回の災害の多くは内水氾濫ということで、これも椎名さんがお話しされてま

したけども、私も内水氾濫ということでいろいろ考えました。やはり川の水があふれる

前に貯水池とかそういうものを利用して、関東のほうでは一時溜めておくとかそういう

ことをやられておりますし、今回、上町通りの小池町のあたりで水が上がらなかったの

は、キクチさんの庭の川のそばにちょっと低くなってるとこがあるんですね。あそこに

水が溜まって、それでそれから上に上がってこなかったと。だからそういうのが大事な

のかなと、そういう話をされてる方もいました。ですから、昔は田んぼがその水を溜め

ておく池として利用されたんでしょうけども、今は護岸がコンクリートで直線になって

ますから、そのままストレートに流れていくわけですね。でも水を溜める、そういうも

のも必要ではないのかなと思います。 

  その内水氾濫で、ゲートを閉めた閉めないというのがありましたけども、閉めていれ

ば内水氾濫がなかったのか。閉めたせいで内水氾濫が起きたのか。いろいろな考察があ

ると思います。これから考えていただきたいと思いますし、これからそういうものをど

うするのか。ポンプをつけるのかとかいろいろあると思いますけども、今後どうすれば

内水氾濫、浸水被害を防ぐのかということについて、長期的な計画を含めてお答えいた

だきたいと思います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  町では令和４年３月に総合発展計画を策定し、防災・減災対策については、土地利用

方針において安全・安心を実現する土地利用を掲げております。ハード・ソフト両面か

ら対策を適切に組み合わせ、ハード面においては関係機関と連携し、河川改修や治水対

策を促進することとしております。内水氾濫対策につきましては、椎名議員への答弁で

もありましたとおり、雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会のメニューを活用し、

磯ノ目地区の再調査を行い、また、曙町におきましても同様に被害発生のメカニズムの

調査を実施し、対策の早期着手に臨んでまいります。 
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  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） その担当課はどこでしょうか。出席するのも担当課が出席するのか。

その資料づくりも担当課だと思いますけども、どういうふうになっているのか教えてい

ただけますか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 斎藤議員にお答えいたします。 

  雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会、こちらの担当事務局は秋田河川国道事務

所になります。町の担当は建設課となっておりまして、建設課担当職員、あるいは私が

直接出席することになりますので、その際の資料づくりと伺いましたが、資料について

は各関係市町村が加入している中でヒアリング等々行い、その資料づくりに関しまして

は秋田河川国道事務所事務局が資料づくりにあたるものと思います。また、洪水・氾濫

の防止対策としましては、河道掘削、築堤、それから引堤、放水路、ダム、遊水池、輪

中堤等々、様々な施策がありますけども、この実施主体は河川管理者となっております。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） 今、担当課を聞いたのは、内水氾濫というのは曙町あたりは床下浸

水、そういうものが、毎回ですよね。去年の床下浸水の時は田んぼに残った鮒、いっぱ

いとれて虫取りの網でとって持ってきたぐらいですね。だからそのぐらい例年そうだと

いうことであれば、もう原因は分かってるんですよね。だからそういうものをやはり少

しでも解消してあげるというのが担当だと思います。やはりそういうものを含めて真剣

にやっていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

  次ですけども、保水力が少ない杉の森林、伐採のため道をつくり、雨のたびに泥を大

量に川に流す杉の森林ということで、町として防災・減災の観点から、町の森林をどの

ようにすべきか回答をということですけども、森林組合、そういうものと話しながらや

らなけりゃいけないでしょうし、長期計画も含めて回答をお願いしたいと思いますが、

八郎潟でなく大潟村に防災林をつくった、７種類ぐらいの植物を密に植えて育てると。

そうすると早く伸びて、早く林になるという説をもった先生の話を聞いたことがありま

す。その先生と話してる時に、五城目はもう杉林だけですよというふうに話したら、杉

全部切ってしまえと。切ってそのまましとけって。２０年もあれば昔の山に戻ると、そ
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ういう話をされたことがありますけども、町ではどのようにその森林について考えてい

くのか。どのようにすべきかをお知らせいただけますか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  現在の林業は、高性能林業機械を導入しなければ成り立たない状況となっておりまし

て、伐採・集材のため林業機械の走行する作業道は不可欠であります。作業道の作設に

は林野庁により指針が示されておりまして、森林組合においても指導を徹底し、繰り返

しの使用にも耐える強度のものとしているとのことであります。作業道からの排水につ

きましては、排水や土砂の流出を防ぐ設計とした場合は一定箇所に雨水が集中すること

になり、山地の崩落を招く危険性が大幅に高まってしまいますので、横断箇所を設けて

適宜排水できる設計としております。このことで森林組合に苦情が寄せられたというこ

とはないと伺っております。 

  町では、森林整備計画に基づき、森林の機能に応じたゾーニングを行っており、その

区域ごとに適した施業方法を設定し、適切な森林整備を実施することで、山地災害の防

止や土壌保全機能が増進されるよう努めてまいります。また、整備の行き届かない山林

の所有者に対しましては、森林経営管理制度により意向調査を実施し、同意があれば町

が委託を受ける形で森林環境譲与税を活用して整備を実施しております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） 町の８２％が森林ということですので、山については真剣に考えて

いかなければいけないと思いますし、やはり森林の活用、そういうものに関しても考え

ていかなければ、町の生き残りはないのではないのかなと思います。川がだめになれば

水がだめになる。そういうこともありますし、やはり命の水を守るために森林を守ると

いうつもりでやっていただければと思います。 

  川の水の泥、それから橋の上から見ると石の上に泥、本当に泥だらけですね。昔はウ

グイも産卵のために５月に上ってきて、きれいに河原をならしておくとそこで産卵する

ような場所をツキ場ということでつくった覚えがあります。そこに行くと、きれいになっ

た石のところに卵がいっぱいついてるんですね。あれだけ豊かな川でありましたけども、

今そういう姿はありません。５月になってもウグイすら上ってきません。昔いっぱいい

たオイカワもそんなに見ません。今回、五高の下から浚渫して護岸をやって川がどうい
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うふうに変わるのか。魚とりが好きな私としては本当にどうなのかなと。興味っていう

よりも、おそろしい感じがします。でも町で洪水が起きないようになるんであれば、そ

れもよしというふうに思っておりますので、楽しみにしております。 

  最後、戸村堰・真崎堰からの越水についてということですけども、やはり戸村堰・真

崎堰、川のところに水門がついて、そこから水を取っていますけども、そこの水を止め

ているはずです。これは間違いないと思います。前は止めなくてちょっと浸水したとこ

もありましたけども、今は止めているはずです。それでもなお、あの堰に水が集まり、

それで浸水を引き起こしてるということになるわけですけども、これは戸村堰からいく

と森山の水がそのままあそこに流れ込んでいると。昔の法務局のところで一緒になった

りもしますし、いろんなところがあると思いますし、各雨水がそこに入る場合もあるで

しょうし、こういうのが内水氾濫ということにもつながるわけですね。この２つの堰の

改装・改修をどうするのかと。管轄が全然違いますけども、でも浸水してるのは町民で

ありますし、困っているのも町民です。町としてどうすべきかということをお伺いした

いと思います。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  内水氾濫を防ぐことにもつながりますが、戸村堰・真崎堰をどう改良すべきかについ

てでございますが、戸村堰と真崎堰は田畑へ農業用水の安定供給のため、土地改良区で

設置し、維持・管理されており、大雨の際の管理方法としては、取水口を閉鎖するなど

水路へ入水しないように対応されております。改良につきましては、土地改良区のご好

意に寄るものであります、町の考えといたしましては、管理している土地改良区や各関

係する機関の専門的な見識を伺いながら協議を行うことにより、方向性が見えてくるも

のと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 斎藤議員 

○９番（斎藤晋君） いや、それをちゃんとやっていただきたいと思います。協議して、

お互いの利益というものもあると思います。やはり土地改良区、そういうものにもやは

り今までの実績もあるでしょうし、でもやはり苦しむのは町民であり、その浸水した方々

がいるわけですから、そういうことを考えていただいて、その戸村堰だけじゃなく、そ

こに集まるその雨水、そういうものをじゃあ町はどうするのかと、そういうことも含め
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て考えていただければと思います。その取りまとめを何とかお願いしたいと思います。 

  それから、時間がありますのであれですけども、先ほど畑澤洋子さんがおっしゃいま

した防災無線で、ポケベル仕様のラジオですか、そういうものは私、大賛成ですし、そ

れから、想定外、想定外ということですけども、今までの想定は、それでは１時間の短

時間雨量３０ｍｍぐらいしか想定してないと思いますけども、本当にそれでいいのかと。

それから地震についても震度７が今は最高ですけども、その最高レベルじゃなく震度６

が想定のはずですね。そういうものでいいのかという、その町の根本にあるそういうも

のも見直さなけりゃいけないと思います。 

  それから、苦情の中にこういうのがありました。磯ノ目にうちを建てる時、町の人に

言われたと。それは何十年も前でしょうけども。ここは絶対水が上がらないということ

で言われたそうです。東磯ノ目のほうです。で、今回水が上がったと。それから先ほど

の話では、５０年も経ってるんでしょうけども、でも言われて買って浸水したと。私の

同級生がそういう話をして、何とすればいいという話もしておりました。やはり想定外、

想定外とそういうつもりでいるのではなく、最悪のことを考えてこれからはやっていか

なけりゃいけないと思います。やはり皆さんの本気度がここにかかっているんだと思い

ますので、よろしく運営をお願いいたしたいと思います。 

  それでは終わります。ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） ９番斎藤晋議員の一般質問は終了いたしました。 

  議場内換気のため暫時休憩といたします。 

             午後 ３時５１分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午後 ４時００分 再開 

○議長（石川交三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  １番工藤政彦議員の発言を許します。１番工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 最後の質問者になりましたけれども、我慢してお付き合いくださ

い。 

  質問に入る前に、まずは今回の災害により被害を受けられた方々にお見舞いを申し上

げます。早い復興を念願するものであります。また、全国様々な方々からのご支援、不

眠不休で頑張られている職員に対し、心から感謝を申し上げます。 

  ９月２日土曜日、五城目第一中学校から五中祭への案内がありましたので行ってきま
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した。文化祭に一生懸命に取り組んでいる生徒たちの姿を見て、感動とパワーをいただ

き帰ってきました。五城目町の未来を担う多くの可能性を秘めたこの子どもたちのため

にも、議員としての責務を自覚して頑張っていかなければならないと再認識いたしまし

た。 

  それでは、通告に従い、質問をしたいと思います。 

  はじめに、内川川についてです。 

  湯ノ又橋にかかる水管橋の工事着手の遅れについて。橋から垂れ下がって設置されて

いる水管橋が内川川の氾濫に起因したことは全てではないとは思わないが、その関係性

は否めないと思います。なぜ工事着手が遅れたのか説明を願います。 

○議長（石川交三君） 執行部の答弁を求めます。渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） １番工藤議員のご質問にお答えいたします。 

  水道添架管の災害復旧工事は、令和５年３月２７日契約、令和５年９月２９日までの

工期となっております。橋本体への工事は、配管資材や建設資材を揃えて施工しますが、

添架管は受注生産品であり、制作期間に３か月程度を要することから、現場設置は７月

以降の予定となっておりました。このたびの災害により工程に遅れが生じておりますが、

本体への着手は８月１６日から行っております。９月４日に被災した管との切り替え通

水をしており、現在、被災管の撤去を行っております。 

  工期内の完成ではありますが、住民の皆様に不安を与えてしまい、深くお詫びを申し

上げたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） その資材が揃うとかいろんなことでいろいろ遅れたという、遅れ

たというよりか、その関係で３か月ぐらいというような話でしたけれども、それをもっ

と早く準備することはできなかったのでしょうか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 工藤議員にお答えいたします。 

  今回の災害復旧工事に関しましては、厚生労働省の国庫負担による水道管の災害復旧

事業となっております。昨年１２月９日ですが、厚生労働省の現地における災害査定を

経まして、それを受け災害復旧工事にかかる設計委託を行っております。そのため、ど

うしても発注が３月に入ってしまいました。そういったことがありまして発注が遅れた
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という認識は持っておりませんので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 私も発注が遅れたという認識はないですよ。ただその工事着手が

遅れてるということなんですけれども、それはやっぱり先ほど町長が言われたような関

係が全てだということなんですよね。それ以上どうしても早くできなかったということ

なんですよね。そうですか。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） お答えいたします。 

  先ほど町長が申しましたとおり、工場制作品であり、その制作期間がどうしても必要

だということであります。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 分かりました。 

  続いて（２）の質問です。「身の淵頭首工」が内川川の氾濫に起因していないのか。

河川などから農業用水を用水路へ引き入れるための施設として重要な構造物であると理

解するけれども、頭首工の開閉を災害時に開放していたのか。開放していたとしても、

川の氾濫に影響がなかったのか。 

  その頭首工の場所なんですけれども、私、滋さんのように予算がないのでパネル買え

ないで小さいんですけれども、ちょうどここ、ここら辺にあるんですよね。神社の向か

いあたりというか、あるんですね、この。いずれその頭首工関係が開放してあったのか。

したとしても、してなかったと、してあったとしても、それは影響ないのか。ここなん

ですけども。湯ノ又のここら辺なんですよ。お願いします。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  頭首工の開閉につきましては、河川水位の上昇に伴い、自動開放する施設となってお

ります。また、堰堤付近からの土砂の流出などの痕跡はなく、川の氾濫に影響がなかっ

たものと考えられます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 頭首工が自動で動くということ分かりました。で、現場に行って
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ちょっと写真撮ってきたんですけれども、これ頭首工の高さこんなにあるんですよ。で、

これがたぶん自動でグーっと稼働して動くんだと思うんですけれども、これが。要する

に、このままの状態だとすると水位がかなり上がってる状態なので、やっぱり上のほう

に影響してくるんですよ。で、これが行ったとしても、ここ自動で開閉するんだよね、

自動で。それをこの上から見るとですね、かなり高さがあるんですよ、やっぱり。昔の

頭首工ここに、ここら辺にあって。 

             （「何も分がらねえ、それだけでは」の声あり） 

○１番（工藤政彦君） その頭首工、分かりますよね。頭首工のこれが、今、水こっち止

められててこっちから見たところであったんだけれども、やっぱりここの高さがだいぶ

箇所から言うと上がってるんですよね。これ上がってるんだもの。さらにまたここに前

の頭首工あるんですよ。これを止めて水入れていくようになってるんだけれども。 

○議長（石川交三君） 工藤議員、マイクに入れるように話してください。 

○１番（工藤政彦君） あ、ですか。だいぶこの水面からいけば、頭首工の高さからいけ

ば、ここの差がかなりあれなので、たぶんこのぐらいの高さで、これが前の、今ある自

動で動く頭首工がこっちのほうにあって、以前からの頭首工がここにあるんですよ。で、

だいぶ傷んでる状態なんですよ。だからこれは当然壊してもらわなきゃいけないと思い

ます。このままだとなれば産業廃棄物になると思います。だからやっぱりそういうよう

な形に思いますし、それをやっぱり壊してもらわなきゃいけないと。やっぱりその前の

水位の高さがあって、一番低いところが川底であって、昔の頭首工があって、またさら

にそれ効かないもんだから稼働式の頭首工をつくったと思うんですよ。だいぶ河床の高

さが変わっていると思うんですよ。そこの高さを確認したことありますか。 

○議長（石川交三君） 大石農林振興課長 

○農林振興課長（大石芳勝君） １番工藤議員にお答えします。 

  現場でその高さは確認したことはございません。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） ぜひ確認してもらいたいと思うんですよ。だいぶ違うと思います。

それもうだいぶあの橋に影響してるんじゃないかなと思う。それちょっと確認してもら

いたい、一つ。 

  次のほうに進んでいくわけだけれども、その頭首工は、できたことなので、もちろん

大切なことだし、壊すわけにはいかないと思うんですよ。それで、その内川川全体にも
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言えることなんだけれども、全面的にその雑木の伐採、浚渫工事が当然必要で、身の淵

頭首工の付近から雑木がわあーっとおいてて鬱蒼としていて、堆積した土砂によって急

激に川幅がこう減少してるんですよ。だからこの頭首工ができて、たぶん高さ的にも、

水位的にもだいぶ上がったと思いますし、なので、やはりこれの影響しているのを防ぐ

ためには、こういう状態なんだすよ、川。もう川ないんだす、ほとんど。その身の淵の

頭首工過ぎたとこから。だからこのぐらいの高さを頭首工であったらば、やっぱり頭首

工過ぎたあたりからしっかりもっと広くしないと、これからもかなりの雨が降ってくれ

ばダメージ受けると思いますよ。だいぶこういう感じ。それをお願いしたいと思います

けども、いかがですか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  内川川の伐木、浚渫につきましては、今年６月、浅見内地区を実施しておりまして、

今後も引き続き実施する予定であると伺っておりますが、１日も早い完了を目指し、今

後も町から強く要望を重ねてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 頭首工をつくったあたりからその前の頭首工はあってて、可動式

の頭首工があって前の頭首工があってて、そこは工事した後なんでグワっとだいぶ広い

んですよ。その幅でいってもらえればいいんですよ。急にまた狭くなってるもんだから、

そして高さも高くなってるもんだったために、だいぶ橋のところに影響して氾濫してい

るという私は何か否めない感じします。そこ後でちょっと確認してもらいたいと思いま

す。 

  それで（４）番に行くわけですけれども、やっぱりその頭首工、もちろんそのままに

なっていくと思うし、自動で動いてくれるということ分かりましたけれども、もちろん

その雑木の伐採と洲ざらいは当然、川幅確保のためにやってもらいたいです。それでも、

もしかしてその解決ができないんじゃないかと。そこで内川川のバイパスの河道工事、

要するに河川の付け替え工事ですけれども、大休院付近の橋を過ぎてから右側へ住家を

過ぎて後ろを身の淵頭首工に取り付ける感じ。身の淵頭首工を越していけば、頭首工か

らもらう水が田んぼさ行けなくなるんで、その手前につなげないけないと思うんですよ。

昨年に引き続いて今回も被害を受けた住民がたくさんいるわけでして、被災された住民



 

- 104 - 

のやるせない気持ちが痛いほど伝わってきます。雑木の伐採とか浚渫工事、早期にやっ

てもらいたいということもあるし、この工事をしたから河川の氾濫が防げるとは思えな

いと、さっきも言いました。だからこそ、このバイパス河道工事をぜひやっていっても

らいたいと思うんですよ。もしそれで解決するんであれば、そこまではやらなくてもい

いのかなと思うんですけれども、それを思います。 

  ほんで、馬場目川、例に書きましたけれども、国土交通省で平成３０年度第２回災害

対策緊急事業推進費として、全国２２件の災害対策に対し緊急的に予算配分をしました。

東北では、平成３０年５月豪雨により甚大な浸水被害が発生した「雄物川水系雄物川」

と「馬場目川水系馬踏川」の２河川に対し、再度災害を防止するための災害対策等緊急

事業推進費が配分されたわけですね。この例に倣って実施して、今後あっても再度災害

を防止するために、そういう推進費を活用して緊急的に河川改修を実施してもらいたい

という考えがあるんですよ。それが・・・この馬踏川、これです、馬踏川。今までこう

通ってあった川がこの青色で示されてるものであって、この黄色がこう床上浸水してし

まったうちなんですよ。それで、この赤でいってるところですけども、ここが河川をバ

イパスを通したところ。この赤の部分が河川バイパスを通したところ。これ馬踏川。ほ

んで・・・こう馬踏川、このようにこう流れてました。で、今ここに新しくさっき見せ

た管がでてきたんですよね。で、やっぱりこの川は・・・こういうふうにしっかりこう

護岸組まれてて、ちゃんとした川がやっぱりできたんですよね。で、これで解消してるっ

ていう、近くにこういう例があるので、こういうような感じで参考にしてもらいたいと

思います。私、ルートの話もしたんですけれども・・・大休院ここだすな。これがその

頭首工あるところだす。で、今の川がこのままこう流れていってるわけだけれども、こ

この大休院のところあたりからここの後ろを通って、こういう形のバイパスつくればい

いでないかなと。こうだす、大休院。後ろへ。でも、簡単にいかねえと思うす。なして

だがってば、高低差やっぱりあるったすものな。後ろ高いもの。それだけよげ掘削して

いけねくなっちゃうんですよ。でもやり方としてはいろんな工法があると思うので、そ

れを強く提言したいんです。どうでしょうか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  県では現在、家屋の浸水被害軽減対策を検討しておりまして、今後、町と調整しなが

ら進めていく予定であると伺っております。 
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  また、工藤議員のご提案された河道工事についてでありますが、県では現在、内川川

に対しまして河道工事の計画は未策定であることから、住民説明会などで住民の方々の

意見をお伺いし、今後どのような対策が有効かを検証し、河道工事も含めて検討すると

のことでありました。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 分かりました。まずいずれ洲ざらい、身の淵頭首工を過ぎたとこ

ろ急に狭くなってるもんだから、川っていうより、「へげ」みたいな感じになってるの

で、それをやっぱりしっかり早急にやってもらわないと、また同じように繰り返し起き

ると思うので、お願いしたいと思います。もしそれでもあがるようであれば、私もいろ

いろ考えました。橋を上げてたらいいのか。橋を上げるとしても、湯ノ又橋を上げると

しても、勾配きつくなるんで無理あるんです、道路から上がるとなれば。斜めにつける

のもいいかと思ったけども、斜め側、斜めに入ってくる場合はいいけども、逆に鋭角に

なってるほうは入れねぐなっちゃいますよ、やっぱりね。全体的にあそこのかさ上げも

考えましたけれども、あの集落のあるところの橋の脇のかさ上げ。かさ上げしたとして

も、橋も一緒に上げないとかさ上げできないですよね。かさ上げして橋だけ低ければ、

そっからばあーっと水入ってくるがら。結局は、橋を上げることはできないとなれば稼

働式の橋かなとも思いましたけれども、それからもやっぱりバイパスしかないのかなと

考えましたので、そこら辺の気持ちというか考え方は、町としてもしっかり持っておい

てもらいたいなと。よろしくお願いしたいなと思います。 

  続きまして質問の大項目２番、馬場目川についてですけれども、馬場目川と八郎湖の

接続部に「排水機場」を新設できないかということです。 

  馬場目川においても早急に雑木伐採、浚渫工事が必要であり、現在既に磯ノ目地区付

近の工事に着手していただいております。だいぶ広くなったなと思って、これだばいいっ

てねえがなっていう感じを受けてるんですけれども、ただその改修をやりながら川幅は

確保していってるようですけれども、築堤などのかさ上げは何もやってないのかなと思

いました。それも必要ないぐらいの川幅になっていってるのかなとは感じております。

また、その大本の馬場目川から八郎湖に注がれる水の流れが滞ったり、大雨により八郎

湖水面の調整がうまくいかなく、防潮水門を開けてもスムーズで効率的な流れが実現で

きなかった。これらの原因で五城目町は甚大な被害を受けてしまったと私は考えていま
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す。そこで、大雨などによる市街地や農地などへの水害を未然に防止するために排水ポ

ンプを運転して、雨水や生活排水などを強制的に排出するための施設、「排水機場」の

新設を提言するものであります。 

  例といたしまして、能代市の悪土川、悪い土の川、ここも悪土地区って言われたもの

だけれども、悪土川というのはやっぱり近年でありました、調べてみたら。米代川との

合流地点に設置されている排水ポンプ、悪土川給水排水機場というんですけども、あと

はもう一つ、能代市二ツ井の比井野地内にある比井野川緊急排水機場を参考にして、国、

県の新規要望をする必要があると感じます。これは米代川の水位上昇により悪土川の排

水が不能となった場合に、逆流防止のため門扉を止めて吸水層に湛水させ、水中ポンプ

により堤防沿いの吐出管を通して強制的に米代川へ排除して、内水被害の軽減を図るも

のですよ。で、ちょっと小さくてごめんなさい。大きいパネル作れなくて申し訳ないで

す。我慢してください。ここにつくられてるんですよ。ここ、これ米代川。悪土川って

あるんだけれども、ここみんなやっぱり水浸しになって騒動なったすもの。で、ここは

その豪雨だけでなく、豪雨災害だけでなく、その融雪災害。雪解けの災害にもやられたっ

す。ほんで、こういうのがポンプできたんだすな。それがどういう仕組みだかというと、

緊急内水対策事業というのがあるんですよ、悪土川の。これが悪土川で、こっち、ここ。

ここが米代川。ほんで、ここに水門つくってるんですよ、逆流してこないように。ここ

は余り流れよくないですな。悪土川の水がこっちさ流れてきて、ここのポンプで強制的

に吐き出すと。これ確かに川から川です。でも、ここ馬場目川と想定してください。こ

こを八郎湖と想定してください。やらねばいけねあんだす、これ。最初、私も防潮水門

で調節してと思ってました。でも、防潮水門で調節たって、ほとんど淀んでる状態、逆

流だすもんね。流れていけねえす、今回の場合もそうだと思うけども。だがらやっぱり

ここを止めて、こういうようなポンプつくられてらったすもの。今回の雨でもこのポン

プ場があって、これから全部米代川さ流れていくんだすよ。馬場目川ではこれでだば足

りないと思うす。もっとおっきいもの。やっぱり足りねえばホースでこうやって、こう

いうふうなホースで間に合わねえもんだために。ホースでこれ誰かの回答の中で貸し出

すとか何とかってしゃべってあったすねが。たぶんそういうので覚えてるかも分がらな

いんですけれども、いずれ何かの手立てをしないと、また同じことなると思うんです。

それをまず強く要望したいんですけど、考え方をお聞きしたいです。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 
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○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  秋田県によりますと、防潮水門は海水の流入を防ぎながら調整池の水位を安定に保ち、

大潟村や周辺農地の取水源を確保しており、大雨など調整池の水位が上昇する恐れがあ

る場合は、事前に防潮水門を開放し、調整池の水位を低下させるとしており、今回の大

雨予想時においても事前に開放し、対応したと伺っております。 

  また、馬場目川と八郎湖の接続部分に排水機場を新設できないかについては、事業要

件、事業化などについて県へ相談してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） ぜひその排水機場、いろんたやり方あるようなので、普段は自然

に馬場目川から流れていって湖水、水入りますよね。そこのところをせき止めて、結構

水門も流すのも必要になってくると思うんですよ。だからあんまり門の広いところ、門

を長く使わないとすれば、もうちょっと下がったところに門をつくって、しっかり護岸

にぎっちり組んで高くして、手前がら水を入れて門を止めて水、こっちから馬場目川の

水を流してポンプで強制的に送って、ばーん。今までかつて潟の中の堤防に水が上がっ

たことねえすべ。最初、防潮水門のところさポンプでバーっというのも考えました、日

本海側さ。でもそれよりは、何ぼそこ流してもやっぱりそこよどんでるがら、そこにやっ

ぱり強制的にその残存湖さ水送ってやねばだめなんでねえがなと思うんですよ。だから

これ強く要望してもらいたいと思います。国土交通省の仕事だべがら。国交省の仕事で

すよ。よろしくお願いします。 

  それから、２番目の質問です。人の生命と財産を守るための目的などで設置される「排

水機場」ですけれども、なぜ馬場目川流域には設置されていないのか。また、されなかっ

たのかを聞きたいです。 

  八郎湖には、三種川や馬場目川、馬踏川などの２０余りの河川がバーっと注いでいる

んですよ。湖には降水も含めて年間およそ１２億㎥の水が流れ込んでると、県のホーム

ページに書かれてました。ほぼ同量が防潮水門から日本海へ流れ出ていると。八郎湖に

は、北は三種町から南は潟上まで数十か所の「排水機場」が設置されているんですよ。

私ちょっと数えてみました。そしたらですね、２２ついてるんですよ。図面さもちゃん

と載ってるったす。グーグルマップに。これ確か点々点々あるけれども、これが排水機

場なんですよ。もちろん夜叉袋の排水機場もあるし、井川町さも排水機場ついてるたす
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もの、川来るとこさ、やっぱり。だからなして馬場目川さ、このぐらい大切な水が流れ

る馬場目川にないのか。こういう感じで馬場目川が一番水流れてくるんです。それがす

ごく残念に思ってるす。だがら、なぜそのようなことを、上のほう、これ三種町のほう

だけれども、三種町のほうはこういうふうな形で対流したり、水入れたり出したりして

るんです。ここ、これ一番矢印になってるやつが馬場目川です。これ県のホームページ

さあるったす。井川町のこうあるたす。それで、防潮水門を越えて日本海さ流れていく

わけだけれども、要するにこれをなぜやらねがったったすべが。それ聞きたいです。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  排水機場の設置について、県に確認をいたしましたところ、現時点では設置について

は考えていないとのことでありましたが、町でも様々な角度から調査し、必要な施設で

あれば、今後、雄物川圏域流域治水協議会下流圏域分科会において町からも排水機場に

ついて提案してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） いずれ排水機場は必要だと思います。今、河川を今伐採して広く

なってますけれども、これだけでだば私はまた起きると思うんだす。はっきり言って県

でないがしろにしてきたんでねえがというふうに私感じてるんですよ。馬場目川、何で

こういうふうにほったらかされてるのか。確かに昔は、昔っていうか、最近、最近なっ

てから越えてきたり、水越えたり、オーバーフローしてるわけですけれども、せば川幅

が確保できてあったからそれがなかったのかと、そういうわけでもないと思うんですよ

ね。だんだんにその気候変動も起きてきてるし、それがやっぱり起きてきて総合的な形

で起きてると思う。内水氾濫もあると思いますけれども、いずれは馬場目川にうまく流

れていかないとやっぱり逆流してしまったりとか、止めてしまわねばねぐなってしまっ

たりとかしてると思うんだすよ、やっぱり。これやっぱり強制的に流してやらなきゃ、

あのまま自然の流れではそんなに高低差がないと思うがら、ほとんどゆっくりになると

思うんだすよ。こっちさつながるあたりは。強制的に手前からおっつけて流してやる。

もしくは右岸と左岸でダブルで流す。それ絶対必要だと思う。せば安堵して寝にいいす

よ。私、大変だと思いますよ、本当に。今回被害受けて。１メーター何ぼも行ったって

言ってるすべ。私のうちだば高いどさあっても水のそばでいる人方は本当に生きた心地
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しないと思うんですよ。やっぱり２８５号線が通って、五城目町役場がここにあって、

警察署がそこにあって素晴らしい場所ですよ、区画整理した場所。でもやっぱり低いも

の。すり鉢状になってる。越えてしまえばもう何ともかんともならない。せばやっぱり

馬場目川の流れをよくしないと何ともなんねえたすやは。だがら強制的に湖水面に流し

てやねばねえってことだすよ。この自然でいけばそんたに流れていけねえすもの、やっ

ぱり。あとは川幅を広くしてかさ上げした何だりしてて、川の水面をぐっとこう下げる

とかになるんだと思います、それは。でもそれだけで今後いいのかっていうことですよ。

工事するとなれば時間かかるったすよ、町長。すぐ明日になんかできねえす。まずはほ

ら、これもまず国の仕事だわけだけれども、国土交通省動かさねばねえすもの。せっか

く国会議員もいることで、一生懸命今回も頑張っていただいていろいろな手立てしても

らいました。すごくありがたいことです。だからせっかくだからこういうところを話し

て理解してもらって、私はやるべきだと思いますけども、どう思いますか。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答え申し上げます。 

  議員の考えと私の考えは全く同じでありまして、ただやっぱり工事にあたりましては、

その順序がひとつスタート時点でですね、それにはやはり今回設立いたしましたこの下

流圏分科会、これを通しまして、そして対策を講じていくというような考えであります

ので、ひとつまたいろんな面でそのご指導いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） いずれ協議しながらということの解釈しましたけれども、やっぱ

りこういうふうな考え方もあるってことと、実際やってるんだすもの。全国的にやって

るんだすよ、これって。ここだけの話でねえす。調べてけれす。本当に、ついてますか

らあちこちさ。だがらやっぱり私も見たらそういうのあったもんだがら、最初だば防潮

堤のところさポンプつけてオーバーフローしてこうしてやればいいかと思ってあったけ

ども、その手前のもっと強制的に馬場目川から早く吐かねえばいけねえと、そういうふ

うに思ったんだすよね。すぐこういうのあったもんだがら提言してるったす。 

  もしかすると、国のやることだから、もっともっといいものもあるのかもしれない。

だってこういう話、教えてけねすべ何も。今回、８月７日の日だっけか、川を歩いた時

だったって、何もこういう話出ねえんたすや、県で。国のあれだがらって逃げるがもし
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れねえたって、県でも責めるわけでもないんだけれども。やっぱりや、そういうふうな

専門的な業種の人方だもの、そういうの、こういうのもあるよ、こういうのもあるからっ

て、やっぱり少しこう教えてくれたりとかしてもらいたいんですよ。また職員も大変だ

がと思うけれども、いろんなところ調べてやっぱりこういうのあるんだっていうことを

話したりして、庁議の中でもんだりとか何だりしたりしてやってく必要があるんでない

かと思います。いずれゆっくりなんてしてられねえすや。災害は忘れた時にやってくる

と。何もだす。すぐ明日に来ますよ。今日来るかも分がらねえ。今、台風１３号なって、

もう大雨降るかも分がらねえ。スピーディーにやってもらいたいんだすよ。よろしくお

願いします。 

  次に３番目の富津内川についてですけれども、上山内地区、下山内地区、雑木伐採、

浚渫工事の早期着工はもちろんのことだと思ってます。河川の拡幅工事、築堤のかさ上

げ工事が必要と考えます。毎回毎回、ここも水溜まるすもんな。やっぱりここの流れが

いぐないと、内川川も合流したところで詰まってしまうために、やっぱりここ流れをい

ぐしていがねえといけないんですよ。馬場目川との合流のところで山岡建設の話、さっ

き出てあったんだけれども、あそこも確かに必要だと思うす。私思うんだども、そうい

う要所要所のポイントのとこにも、もしかしてこの排水機場って必要なのかなと。強制

的に送る。でもあんまり送られても、また下で溜まってしまえば大変だと思うんだすよ

ね。だがらまずは川幅の確保とかさ上げで流域面積を大きくしてやって、それが大切な

のかなと。まず第一にそれやらなきゃいけないのかなと思いました。ただ両側やるって

ばお金かかるでねすか。じぇんこねえ、じぇんこねえって言うんだすもの、県でも。だ

から私思うに、そしたらば右岸側、住家のあるほう、山内の住家あるほうだすよ。左側、

国道あるほう。右側右岸側だけでも先に上げてしまう。一緒にやってければそれはそれ

に越したことはないんですけれども、そういう考えが私にありますけど、どう思います

か。 

○議長（石川交三君） 渡邉町長 

○町長（渡邉彦兵衛君） お答えいたします。 

  いずれにいたしましても県管理ということでございまして、また、イコール住民の生

活を守るための、安心・安全の確保のためにもですね、ぜひともこれは進めてまいりた

いと思いますが、県との調整も含めながら、その対策を進めてまいりたいと存じます。 

  以上でございます。 
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○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 町長の言われるように町で稼いでないもんだから、やりにくいと

ころもあると思います、確かに。町でだっきゃこんたことだっけしてねえでって言いた

くなるぐらいだと思いますよ、はっきり言えば。毎回同じこと繰り返しやってらったす、

その県、何ぼしゃべっても。何人の議員が今まで洲ざらいのことしゃべってきたもんだ。

だがら強く、振興局さ行って強くしゃべってきたって話を聞いたす。職員も行って、み

んなどこ連れていけばいいねすか。我々議員どごもあんでけれってば言えば行ぐし、大

した力もねえけども、泣いてる人いっぺえいるったって被害を受けて。起きてしまって

がらこんなもんだって。対応が悪いもの大体。そういうところをみんなさ案を出し合っ

て頑張ってもらいたいんだすよ。何とかお願いします。県どご動かして、国どこ動かし

てけれです。町長の力だば県どこ飛び越して国どご動かす力もあると思います。頑張っ

てください、町長。 

  最後の質問ですけれども、畑澤さんも話していましたけれども、まず浄水場の新設な

んだけれども、やっぱり低いところだもんだからかぶる確率高くなってきたすねが、やっ

ぱりこの状態また続くと思うんだすよね。やれ乾がして、ポンプ乾がして乾がね部品何

だのこうの、古くなってきて部品の調達も難儀してくる。へば、今回のまず１週間たら

ずで流れ出たのかな。これ２週間、３週間なんて１か月もなったりしてってこともあり

得るたすや。だがらその今のものをそのままにしておいて、やっぱり高台さ新設さねば

ねえってね、町長なんとだすか。 

  私、提案してるところは、中学校のテニスコート過ぎたこっち側の、川の土手上がっ

たところのグラウンドのところと野球場のライト側の後ろのグラウンドのところレベル

地帯あるんですか。あそこって町有地でなかったけか。まずそこ確認。 

○議長（石川交三君） 東海林総務課長 

○総務課長（東海林博文君） １番工藤政彦議員の質問にお答えします。 

  現在その場所については、町有地かどうか確認はとれておりません。調べた上でお答

え申し上げます。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） 何か私の記憶でだば、町有地だったと思うんだすよな。まずそこ

確認してけれす。そうすれば、そこに平らなレベル状態なところなので、河原からは離

れれば問題起きるもんだすか、ポンプで上げるために。そこもちょっと聞きたい。 
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○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 工藤議員にお答えいたします。 

  確かに高台に移転した場合は、その取水するポンプの能力の容量、これは当然高くな

ければ吸い上げる、給水人口に対する取水量が固定されてますので、その分を引き揚げ

るための容量が必要になってきます。 

  また、現在取水している箇所については、浄水場としての水量を担保しております。

別の場所にその浄水場を移設する場合は、改めてその取水の水利権を得る必要がござい

ますので、ご理解ください。 

○議長（石川交三君） 工藤議員 

○１番（工藤政彦君） やっぱり簡単にいかないんだなというのは感じました。法面の途

中ということもちょっと考えてみたんだけども、法面の途中となればレベル地帯をおっ

きくとるっていえば、かなりのりつけてやらなきゃいけないのかなと思ったりして、やっ

ぱり第一であそこあたりを考えればそこしかないのかなと思ったりしてましたので、ち

ょっと考えてみてもいいのかなと思います。 

  最後の質問になってしまいましたけれども、いずれまずさっきも言ったように、災害

は本当にいつ来るか分がらない。今すぐ来るという気持ちで頑張ってもらいたいと思い

ます。やっぱりみんなで努力して、みんなで力を合わせながら、せっかくの考え、案、

いい案たぶんみんな持ってると思うので、いろいろやっぱり調べてみたりして、これな

んとだすかとか、これなんとだべかとかって一緒に話し合いをして、一生懸命に町民の

ために頑張ってもらいたいと思います。で、やっぱり五城目町住んでよがったと、町長

口癖に言ってます。住んでよがった町だなというふうにみんなが思えるように、ここさ

なんて住んでられねえで、あど出ていがねばねえ、んたくなったでっていう人いっぺえ

しゃべってるものはあ。そうでなぐして、やっぱりそのぐらいの町民に対するその思い

をまたしっかり払拭して、しっかりまた新しいどごでもっていく形で、みんなしてこう

頑張ってるんだという姿勢を見せてもらいと思いますので、ひとつ大変でしょうけれど

も、よろしくお願いしたいと思います。 

  これで私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（石川交三君） １番工藤政彦議員の一般質問は終了いたしました。 

  以上で本日の会議は全部終了いたしました。 

  本日は、これで散会いたします。ご苦労様でした。 
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             午後 ４時５５分 散会 
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